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プロジェクト位置図 

ペルー共和国 

プロジェクトサイト 

プロジェクトサイト 

マチュ・ピチュ歴史保護区ビ

ジターセンター ピスカク

チョセクター 

クスコ市 



写 真 

写真-1：インカ道トレッキングのためビジタ

ーセンター前には朝から大勢集まる。 
写真－2：ビジターセンター入り口。トレッカ

ーは右手の門より入場し受け付けを行う。 

写真-3：センター内設置のゴミ箱。色分けで

分別回収を促している。 
写真-4：センター全景。左側２つが展示室部

分。右手 2 階建てが事務所、右奥は職員宿舎 

写真-5：展示室の入り口。 写真-6：来場者の記帳。米国を初めとした世

界各国から訪問者が訪れる。 

写真-7：中央展示ホール左側。立体展示物は

左下の木の彫刻と小型ショーケースがある

程度。 

写真-8：中央展示ホール右側。大型の本で動

物の解説をしている。その他の展示は主に写

真パネル。 



 

 

  

写真-9：壁には照明が設置されているがパネ

ルへの光の当り方にムラがある。 
写真-10：ビデオ上映室のプロジェクター。動

画を再生するには輝度が足りず不充分。 
  

写真-11：マチュ・ピチュ遺跡にある水の鏡の

写真パネル。鏡に映る星を観測していた。 
写真-12：1 階展示室。現在は展示機材が無い

ため閉鎖中。 
  

写真-13：展示室に隣接する事務棟では毎月

各種のセミナーが行われる。 
写真-14：この日はパークレンジャー向けの

セミナーが行われていた。 
  

写真-15：電圧安定装置。停電は少ないもの

の、電圧が不安定なので対策が望ましい。 
写真-16：ビジターセンターを見学したトレ

ッカーは右手建物で文化省のチェックを受

けインカ道に入っていく。 
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第 1 章 プロジェクトの背景・経緯 

1-1 プロジェクトの背景 

ペルー共和国（以下「ぺ」国という。）は、南アメリカ大陸西部の赤道近くに位置する国である。

国内には標高 6,778m のウアスカラン山を擁するアンデス山脈が連なり、さらには南極からの寒流（フ

ンボルト海流）の影響を受け、砂漠地帯から万年雪に覆われた地域まで多様な気候地帯を備えており、

世界でも有数の多様な生態系が見られる国である。国連食糧農業機関の調査によると「ペ」国の森林

は世界で 9 番目に広い面積を有し豊かな自然を支えている一方、2018 年に国連自然保護連合が発表

した資料によると絶滅危惧種となっている生物が 713 種と世界で 15 番目に多い国でもあり、環境保

全の重要性が高まっている。また、「ペ」国は 16 世紀に滅びたインカ文明を含む古代文明が栄えた地

域でもあり、国内には多くの遺跡やインカ時代の道路網が存在する。 

マチュ・ピチュ歴史保護区は 1983 年にユネスコにより自然遺産並び文化遺産の複合遺産として登

録された。「ペ」国は 1999 年に同保護地区の保護と運用のための戦略的計画である大統領令を発令

し、同地区において各関連省庁が協同し活動を行うことを求めている。同令に基づき、国家自然保護

区サービス（Servicio Nacional de Áreas Naturales Protegidas por el Estado。以下「SERNANP」という。）

及びクスコ文化局（Dirección Desconcentrada de Cultura de Cusco）が協同し保護にあたっている。自然

環境保護関連は SERNANP が、遺跡等の文化財保護関連はクスコ文化局が担当している。 

マチュ・ピチュ歴史保護区ビジターセンター（以下「ビジターセンター」という。）は、SERNANP

の部局の一つであるマチュ・ピチュ歴史保護区事務所の管理の下、2013 年にマチュ・ピチュ歴史保

護区内のピスカクチョに設立された。ピスカクチョはマチュ・ピチュ遺跡に至るインカ道トレッキン

グツアーの開始地点に位置し、ツアー参加者はインカ道への入場登録を行うため、必ずビジターセン

ターを訪れる。国内のみならず、海外からも多数訪れるビジターセンターは、訪問者に保護区内の自

然、文化遺産に係る情報提供や保護の重要性に係る啓発活動を行うことを目的とするが、予算不足の

ため展示機材が不足し、展示用の自然・文化遺産を所持しつつも現在の展示数は限定的との課題があ

る。 

かかる状況のもと、ビジターセンターの展示機材を整備することにより、国内外の訪問者に対し

て充実した情報提供を行い、保護区内の自然・文化遺産の保護意識の啓発に寄与する機材整備への支

援が要請された。 

1-2 無償資金協力の要請内容 

(1) 要請年月 2018 年 1 月 

(2) 要請金額 約 337 百万円 

(3）要請内容 照明器具、映像・音響機材、展示機材等 

1-3 我が国の関連分野への協力 

過去の我が国の過去 10 年における「ペ」国への文化無償関連の支援実績は表-1 の通りである。 



2 

 

表-1 我が国の援助実績 

実施年度 スキーム 案件名 供与限度額 

2008 一般文化無償 ペルー国営ラジオ・テレビ局番組ソフト整備計画 0.29 億円 

2009 一般文化無償 体育庁柔道器材整備計画 0.44 億円 

2009 一般文化無償 国立ラ・モリーナ農業大学研究機材整備計画 0.69 億円 

2012 一般文化無償 イカ州博物館展示・保存機材整備計画 0.49 億円 

2014 一般文化無償 地上デジタル放送人材育成機材整備計画 1.06 億円 

2015 一般文化無償 パチャカマック博物館遺跡保全機材及び教育機材整備計画 1.49 億円 

 

1-4 他ドナーの援助動向 

他ドナーの過去 10 年における支援は表-2 の通りである。我が国の文化無償に関連した分野の支援

は無く、いずれも自然環境保護をテーマとして実施されている。 

 

表-2 他ドナーの援助実績 

期間 国 内容 金額 

2010～2015 ドイツ 自然環境プログラムを通じた生物多様性保全の強化 - PRONANP 2597 万 USD 

2012～2015 メキシ

コ 

メキシコとペルーの自然保護地域における持続可能な観光と生

産活動の管理におけるキャパシティ・ビルディング 

10 万 USD 

2010～2016 複数国 フンボルト海流の大規模生態系アプローチのマネジメント 307 万 USD 

2011～2016 複数国 シエラ・ノルテ・デル・ペルーの保護地域と森林の持続可能な管

理 

172 万 USD 

2013～2018 ドイツ 自然保護区域の効果的な管理（SINANPE III） 570 万ﾕｰﾛ 

2013～2018 EU アンデスの生物多様性地域における貧困削減 150 万ﾕｰﾛ 

2014～2019 複数国 グアネラ諸島の持続可能な保護管理の強化 892 万 USD 
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第 2 章 プロジェクトを取り巻く状況 

2-1 プロジェクトの実施体制 

2-1-1 組織・人員 

実施機関である SERNANP は法令第 1013 号により 2008 年 5 月 14 日に環境省傘下の機関として設

立された。「ペ」国内の自然及び歴史保護区の保護に係る技術面・運営面の基準を制定・施行するこ

とを役割としている。SERNANP の組織図を図-1 に示す。SERNANP は首都リマに設けている代表協

議会及び事務総局のほか、国内 23 県に自然／歴史保護区事務所等を備えている。 

ビジターセンターは SERNANP マチュ・ピチュ歴史保護区事務所の直轄組織である。マチュ・ピチ

ュ歴史保護区内に位置し、マチュ・ピチュ遺跡に至るインカトレイル（インカ道）のルート 1 の入り

口であるピスカクチョに 2013 年に設立された。インカ道を利用する訪問者に対して、同保護区内に

存在する文化遺産・自然資源についての情報提供、保護の重要性についての啓発活動を主な目的とし

ている。マチュ・ピチュ遺跡をゴール地点とするインカ道には複数のルートが存在するが、3 泊 4 日

の日程でトレッキングを行うルート 1 が最も代表的なものであり、トレイルを行う訪問者の大部分

はルート 1 から入場する。ルート 1 の利用者はビジターセンターの敷地内にあるプレチェックポイ

ントを通過しなければならない構造のため、必ずビジターセンターを通過している。 

図-1 SERNANP 組織図 

自然保護区管理部 開発戦略部 

代表協議会 

経営企画・財務部 

自然/歴史保護区事務所 

管理部 

事務総局 

法務部 

自然/歴史保護区事務所 

自然/歴史保護区事務所 

自然/歴史保護区事務所 

代表協議会議長 

マチュ・ピチュ歴史保護区

事務所 

ビジターセンター 
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SERNANP の上位機関である環境省の組織図を図-2 に示す。 

図-2 環境省組織図 

本事業において SERNANP と共同で計画、導入、維持、管理について、人員の配置、資金の割当

を実施するクスコ文化局は、「ペ」国文化省の地方分権局である。クスコ文化局の組織図を図-3 に

示す。分権局の役割については、文化省の定める規則（ROF2013）により、文化省の分権化された

機関として、その管轄地域において文化省の代表として活動すると定められている。 

 

図-3 クスコ文化局組織図 

 

 

 

2-1-2 財政・予算 

  (1) マチュ・ピチュ歴史保護区事務所収支 

ビジターセンターは SERNANP マチュ・ピチュ歴史保護区事務所の直轄であることから、ビジター

センターの活動は同事務所の予算で行っている。 

 

 

歴史的動産遺産部 歴史的建造物遺産部 多文化部 文化的産業および芸術部 

マチュ・ピチュ国立歴史公園 

長官 

管理部 人事部 企画・財務・品質部 法務部 

クスコインカ道 

 

 

天然資源開発計画担当事務次官室 環境管理担当次官室 

天然資源戦略部 

IIAP 

生物多様性部 

環境変動・砂漠化対

策部 

環境区域部 

環境経済・財務部 

SENAHMI 

環境マネジメント政策部 

環境品質部 固定廃棄物管理部 

環境教育、権利及び情報部 

SENACE SERNANP IGP INAIGEM OEFA 

環境大臣室 

事務次官 

管理部 人事部 法務室 企画財務部 社会環境部 

OEFA: 環境監査評価組織 

SENAHMI: ペルー国家気象・水文局 

IIAP: ペルーのアマゾン研究所 

IGP: ペルーの地球物理学研究所 

SENACE: 国家持続可能投資環境評価認定所 

INAIGEM: 氷河と山岳エコシステム国家研究所 



5 

 

マチュ・ピチュ歴史保護区事務所の過去 3 年間の収支実績と今年度の計画を表-3 に示す。 

マチュ・ピチュ歴史保護区事務所の主な収入として、SERNANP 本部から支給を受ける通常予算（政

府予算）と、マチュ・ピチュ歴史保護区内の観光収入などによる直接収入（独自収入）の２つに分け

られる。直接収入はインカ道利用者が支払う入場料の 50%が同事務所の収入となる。同収入について

は、大統領令 070-2015-SERNANP 及び 134-2015-MC によって承認されたマスタープラン 2015-2019

により、マチュ・ピチュ歴史保護区及び境界地域の保護と持続可能な開発のためにのみ使用が許可さ

れているため、インカ道の補修などに使用されている。過去の実績より、赤字の計上はなく収支は安

定しているといえる。 

本事業により整備される機材には、頻繁なメンテナンスが必要な機材や、消耗部品、交換部品が多

いものは含まれていない。メンテナンス費用として概算 47,000 ソルを想定しており、同費用はマチ

ュ・ピチュ歴史保護区事務所並びクスコ文化局で分担して負担することが予定されている。全額がマ

チュ・ピチュ歴史保護区事務所の負担となった場合でも、同費用は全体の予算の約 2%にあたり、メ

ンテナンス費用に係る予算措置を適切に行えば、同費用の定期的支出に問題はないと判断出来る。 

 

表-3 マチュ・ピチュ歴史保護区事務所収支   （単位：ソル） 

 

(2) SERNANP 収支 

SERNANP 全体の過去３年間の収支実績と今年度の計画を表-4 に示す。 

SERNANP の収入については、年度初めの暫定予算と修正予算があり、修正予算は支出実績に応じて

修正されるため、収入の実績の数値は支出の実績と合致する。 

 

 

 

 

 

会計年度 2015 (実績) 2016 (実績) 2017(実績) 2018（収入:計画、

支出: 1-6月実績）

収入

通常予算（政府予算） 集計 331,645 1,855,391 463,858 26,400
直接収入（入場料などの独自収入） 3,426,613 2,481,234 3,502,676 4,589,836
その他（資金援助など） 0 271,833 0 0

合計 3,758,258 4,608,458 3,966,534 4,616,236
円換算（百万円） 126 155 133 155

支出

人件費 1,554,766 1,665,148 1,646,009 1,032,488
設備費 46,844 362,207 4,380 2,220
運営費 1,505,768 2,006,224 2,114,111 1,166,150
警備費用（外部委託） 130,852 0 0 0
その他 1,861 189,802 1,447 963

合計 3,240,091 4,223,381 3,765,947 2,201,821
円換算（百万円） 109 142 127 74

収支 518,167 385,077 200,587 2,414,415
円換算（百万円） 17 13 7 81
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表-4 SERNANP 収支            （単位：ソル） 

 

(3) クスコ文化局収支 

クスコ文化局の過去 2 年間の収支実績と今年度の計画を表-5 に示す。 

クスコ文化局の収入についても SERNANP と同様、文化省本部から支給を受ける通常予算（政府予

算）と、マチュ・ピチュ歴史保護区の観光収入による予算（独自収入）の 2 つに分けられる。独自

収入については、クスコ文化局はインカ道の入場料の 50％のほか、管轄地域内の遺跡や博物館、マ

チュ・ピチュ遺跡への入場料の 100%を同局の収入とすることが大統領令にて定められている。

SERNANP 同様、同収入はマチュ・ピチュ歴史保護区及び境界地域の保護と持続可能な開発のため

にのみ使用が許可されている。収支実績より、収入の大幅な増減はなく安定しているといえる。 

 

表-5 クスコ文化局収支       （単位：ソル） 

 

 

 

 

会計年度 2015 (実績) 2016 (実績) 2017(実績) 2018 (計画)
収入

通常予算（政府予算） 48,065,949 47,392,574 49,687,083 53,913,000
直接収入（入場料などの独自収入） 14,203,552 14,582,127 20,815,515 22,927,050
その他（資金援助など） 1,129,858 9,203,658 3,457,998 5,868,393

合計 63,399,359 71,178,359 73,960,596 82,708,443
円換算（百万円） 2,133 2,394 2,488 2,782

支出

人件費、保険、福利厚生費 2,379,600 2,280,122 2,185,595 2,392,230
一般資機材購入、サービス費用 54,705,505 52,927,778 60,207,970 63,469,137
非金融資産の購入
（施設・設備等購入、維持管理費含む）

4,845,333 6,315,065 7,357,288 10,606,199

その他 1,468,921 9,655,394 4,209,743 6,240,877
合計 63,399,359 71,178,359 73,960,596 82,708,443

円換算（百万円） 2,133 2,394 2,488 2,782
収支 0 0 0 0

会計年度 2016 (実績) 2017(実績) 2018 (計画)
収入

通常予算（政府予算） 194,300,504 211,457,238 156,413,176
直接収入（入場料などの独自収入） 165,140,268 183,474,109 142,080,426
政府信用事業からの分配金 318,080 8,475,358 3,982,124
その他（資金援助など） 5,164,653 2,655,405 1,261,582

合計 364,923,505 406,062,110 303,737,308
円換算（百万円） 12,276 13,660 10,218

支出

人件費、保険、福利厚生費 30,330,846 29,968,303 23,838,742
年金、その他福利厚生費 8,833,017 7,608,197 5,820,720
一般資機材・サービス購入 259,517,442 292,111,473 224,514,407
非金融資産の購入
（施設・設備等購入、維持管理費含む）

51,386,679 61,108,890 41,599,054

その他 14,855,521 15,265,247 7,964,385
合計 364,923,505 406,062,110 303,737,308

円換算（百万円） 12,276 13,660 10,218
収支 0 0 0
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2-1-3 技術水準 

要請機材は使用にあたり、特に技術力を要するものは無い。ジオラマ模型、展示ケースといった展

示機材は操作の必要が無い。また、ビデオコンテンツを再生するビデオウォールなどの機材はコンテ

ンツ再生のオンオフ動作を行う程度で済む。さらに監視カメラによる CCTV システムは、ビジター

センター施設外においても各自責任者のスマートフォンから簡単に映像が確認できる仕様としてあ

る。日常的な清掃や点検を行っていれば技術上、問題は生じない。機材の維持管理者のリストを表-6

に示す。責任者はビジターセンターの管理を担うマチュ・ピチュ歴史保護区事務所所長があたる。使

用者は所長を除く 6 名があたる。機材に故障が発生し修理部品が必要となった場合は、クスコまたは

リマの代理店または電気店に対応を依頼することになる。修理費用はマチュ・ピチュ歴史保護区事務

所並びクスコ文化局で分担して負担することが予定されている。全額がマチュ・ピチュ歴史保護区事

務所の負担となった場合でも、同費用は全体の予算の約 2％にあたり、メンテナンス費用に係る予算

措置を適切に行えば、同費用の定期的支出に問題はないと判断出来る。 

表-6 機材使用者、維持管理者リスト 

No. 氏名 
年

齢 
経験年数 役割 専門分野 

1 Ernesto Escalante Valencia 43 15 年以上 事務所所長 生物学 

2 Mario Augusto Soto Barboza 43 15 年以上 観光特別コーディネーター 観光 

3 Bertha Jorge Herrera 40 15 年以上 ビジターセンター担当 生物学：環境スペシャリスト 

4 Isabel Quispe Colquehuanca 44 15 年以上 観光スペシャリスト 観光：文化スペシャリスト 

5 Mario Palomino Loayza 25 5 年以上 パークレンジャー 観光：自然保護スペシャリスト 

6 Justiniane Candia Perez 35 10 年以上 パークレンジャー 観光：自然保護スペシャリスト 

7 Isabel Palomino Quispe 35 10 年以上 パークレンジャー 観光：自然保護スペシャリスト 

2-1-4 既存施設・機材 

(1) 既存施設 

ビジターセンターは展示室の他、森林火災消防団トレーニングセンター、事務所、センター職員用

宿泊所から成る一体の建物で構成される。傾斜地に建てられているのでゲートから入ると展示室は

階段を下りて地下室に入るようなかたちとなっている。展示室と他の部屋は壁で仕切られており行

き来は出来ない構造となっている。完成から5年ほどしか経っていないため建物の状態は良く、設備

も問題は無い。 
ビジターセンターへの訪問者は主にインカ道トレッキングの参加者である。1日500人までと入場

制限されているインカ道をトレッキングする訪問者は、ゲートから入りSERNANPでの入場のプレチ

ェックを受けた後、センターの展示室を通過し、入場ゲートとは別の出口からインカ道へ行く。これ

以外の方法は無いため訪問者全員が展示室を通過することになる。訪問者数は2013年から2017年に

かけて年間平均2万人を記録しており、そのうち国内からの訪問者は30%に満たず、70%以上が外国

からの訪問者である。なお、2018年については、例年の倍以上の訪問者数を見込んでいる。 
入り口を入ったところに中央展示ホールがあり、写真、模型などの展示を見ることができる。ホー

ル照明は館内を照らす一般用照明のみが設置されているだけなので、壁面に掲げられる数々の写真

は光のよく当るものやあまり当らないものがあり見づらい。 



8 

調査中、ガイドはホールの写真パネル等を用いて動植物の説明を行っていたが展示物にバリエー

ションが少なく、また各展示物に解説（キャプション）が設置されていないため、展示物について簡

易な説明にとどまり、ビジターセンターでの滞在時間も短かった。 
中央展示ホールに向って左には25人程度収用のビデオ上映室が、2階には2階展示室にてランの写

真パネル等を展示しているが、行き止まりとなっているため、これまでガイドが訪問者を2階まで誘

導して説明することは無かった。そのためSERNANPは2階から降りる階段を増設して動線がスムー

ズになるよう新規に階段の取り付け工事を計画し、既に取り付け工事は完了している。 
中央展示ホール向って右側には、主に文化省が提供する考古学的資産の展示を予定している1階展

示室があるが、現在は展示品が無いため閉鎖されている。展示機材が整備された際にはジオラマ模型、

マルチディスプレイ、展示ケースを設置し、展示室を開放する予定である。 

(2) 既存機材 

ビジターセンターは 2013 年に完成したが予算不足から館内展示機材の整備が充分に行えない状況

にある。館内にある展示用の電子機材としては、ビデオ上映室にあるプレゼンテーション用機材一式

（プロジェクター、PC、スピーカー）がある。通常のプロジェクターを用いているため文字や静止画

情報の提供には問題ないが動画を再生するためには輝度が不足している。また、中央展示ホールの壁

にはスピーカーが設置されており、森林の中での鳥の鳴き声を再生している。以上の 2 点のみが展示

に関わる電子機材であり、他のテレビディスプレイ等の電子機材は整備されていない。 
展示品の多くは写真である。大小のパネルに貼られ、壁面に展示されている。 
展示ケースに収納されているものとしては昆虫の生息環境を表したものがある。一辺が約 50cm か

ら 60cm 程度の小ぶりのケースで、1 階に 1 台、2 階に 2 台設置されている。 
ビジターセンターが現在所有する展示関連機材を表-7 に示す。 

表-7 既存機材リスト 
状態 A:使用可、B:一部問題あるも使用可、C:使用不可 

2-2 環境社会配慮及びグローバルイシューとの関連 

2-2-1 環境社会配慮 

特になし。 

No. 機材名 数量 購入年 仕様 使用頻度 設置場所 状態 

1 ビデオプロジェクター 1 2013 5 回/週程度 ビデオ上映室 A 

2 プロジェクター用 PC 1 2013 5 回/週程度 ビデオ上映室 A 

3 PC 用モニター 1 2013 5 回/週程度 ビデオ上映室 A 

4 キーボード 1 2013 5 回/週程度 ビデオ上映室 A 

5 音声再生装置 1 2013 毎日 中央展示ホール A 

6 ショーケース 3 2013 50x60cm 毎日 
中央展示ホー

ル、2 階展示室 
A 

7 アライグマ木製彫刻 1 2013 毎日 中央展示ホール A 

8 ランの写真パネル 1 式 2013 毎日 2 階展示室 A 

9 大型の立体ブック 1 2013 毎日 中央展示ホール A 
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2-2-2 その他（グローバルイシュー等との関連） 

特になし。 

 

第 3 章 プロジェクトの内容 

3-1 プロジェクトの概要 

3-1-1 上位計画 

マチュ・ピチュ歴史保護区は 1983 年にユネスコの世界遺産に登録された。同歴史保護区は世界遺

産の中でも文化遺産並び自然遺産の複合遺産として登録されているため、「ぺ」国は 1999 年に同保護

地区の保護と機能のための戦略的計画の実施に係る大統領令（No.023 99 AG）を発令し、各関連省庁

で共同して保護にあたるよう体制を整えている。同令に基づき、SERNANP とクスコ文化局は合同で

5 ヵ年計画であるマスタープラン 2015-2019 を制定し、同歴史保護区における必要な対策や予算配置

を含めた協同活動を行っている。活動の分担については、自然保護啓発については SERNANP が、遺

跡の保存等文化的活動については「ペ」国文化省の地方分権局であるクスコ文化局が担当している。

SERNANP の活動目標には、自然保護意識向上のための活動並びに環境教育や関連した研修の増強な

どが掲げられている。 

 

3-1-2 当該セクターの現状 

「ペ」国政府はマチュ・ピチュ歴史保護区を国立自然保護地域に指定し、その保護・保全について

は国家の責任であると表明している。そのため、同保護区の持続可能な発展を図るべく、区内で活動

を行う政府機関、市民団体、一般企業に対しては、互いに連携の上、戦略的に高水準の活動を実施す

るよう求めている。その枠組みの中で、環境省と文化省は協同してマチュ・ピチュ遺跡並び付近の山

脈における活動モデルの改善を提案している。提案では、「ペ」国の自然生態系システム及び生物多

様性の保護に係る適切な活動を促すためとして、サービス、情報提供、自然遺産保護意識の向上を図

るための施設の改善の必要性が述べられている。また、緊急に取り組むべき現状の課題として、同保

護区におけるゴミ問題、自然災害リスクへの対応、自然・文化保全意識の醸成、環境教育の強化など、

いくつかの課題が挙げられている。 

 

3-1-3 プロジェクトの目的 

本事業は、マチュ・ピチュ歴史保護区ビジターセンターの展示機材を整備することにより、ペルー

国内外からの訪問者及び地域住民への同地域の自然・文化資源保護に関する啓発活動を充足し，もっ

て同保護区の自然・文化遺産の保護に寄与するものである。 

 

3-2 無償資金協力による計画 

3-2-1 設計方針 

本事業は、マチュ・ピチュ歴史保護区におけるビジターセンターの展示機材を整備することによ

り、国内外の訪問者に対する情報提供や啓発活動の拡充を支援するものであり、「ペ」国政府の要請

内容と現地調査及び協議の結果を踏まえて、以下の方針に基づき計画した。 
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(1)機材は必要となる基本的な機能、性能および最小限の数量とする。 

(2)訪問者やガイドが機材を触ることが考えられるので、カバー等による保護または頑丈で耐久性に

富む業務用レベルの機材を選定する。 

(3)使用にあたり専門知識が不要で取扱いが簡易である機材構成とする。 

(4)多くの訪問者の目に触れる機材であるため展示にふさわしい外観の機材とする。 

(5)全ての機材について初期操作指導、維持管理・点検清掃方法について指導の上、日常の整備計画を

導入し確実な運用が行われるようにする。 

 

3-2-2 基本計画（機材計画） 

上記設計方針に基づき先方の要望等を勘案の上、以下経緯及び理由により計画対象機材の選定を

行った。 

 

(1)訪問者がマチュ・ピチュ歴史保護区全体をわかりやすく理解できるよう、立体表示の地形ジオラ

マ模型を選定する。模型は山岳河川、遺跡、動植物の分布、インカ道ルート全体等を表示すると

ともに、ガイドがエリアごとに異なる自然生態系の説明を行う際に使用される。 

(2)ビデオでの動画上映は訪問者にとって理解しすいため有効な機材である。団体のグループも多く

来場することから大画面での上映が望まれ、複数の LCD ディスプレイを組み合わせたビデオウォ

ールを選定する。マチュ・ピチュ歴史保護区の概要、自然生態系の説明等を動画にて行う。 

(3) 考古学的に貴重な古代の史料や壊れやすい史料を保護し安全に展示するため、展示ケース 8 台を

選定する。化石、石器、土器、草を編んで作られた杯、さらには絶滅危機にある動物の骨格標本、

薬草などの展示物を収納する。 

(4)1 階展示室では、2 台のディスプレイの併用による具体的な情報提供を実現するため、マルチディ

スプレイ装置を選定する（例えば、インカ道途上の動植物を説明するためディスプレイ 2 台が連

携し、1 台はインカ道上の位置を表示、もう 1 台はそのポイントにおける特徴的な動植物の映像

を流すことでどこに何があるかを理解しやすくできる）。 

(5)古代のマチュ・ピチュの風習では水面を鏡として用いて天体観測が行われていたが、現在では夜

間の遺跡訪問は禁止されており、その様子が確認できない。ビジターセンターにおいて、ビデオ

でその様子を再現し解説を行うことにより訪問者の理解を促せるよう、横置に設置するテレビデ

ィスプレイを選定する。 

(6)照明は写真パネル他の展示物を一様に照らすため、LED 照明器具一式を選定する。取り付け位置

及び角度調整が可能なタイプとする。 

(7)展示物の自然文化的価値に鑑み、盗難防止策の強化を要請されている。セキュリティカメラ 7 台、

映像記録装置 1 台他により構成される CCTV 防犯システム一式を選定する。 

 

本事業計画機材を表-8 に示す。 
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表-8 本事業計画機材 

番

号 
機材名 数量 使用目的 

使用頻

度 

1 ジオラマ模型 1 台 歴史保護区全体象を訪問者に説明する 毎日 

2 ビデオウォール 1 式 
保護区の自然、歴史をビデオ映像で紹介す

る 
毎日 

3 展示ケース 1 式 
自然、文化的な貴重かつ壊れやすい史料を

展示する 
毎日 

4 マルチディスプレイ 1 式 
保護区内の各場所における自然・文化遺産

をビデオ映像で紹介する 
毎日 

5 水の鏡用ディスプレイ 1 台 
マチュ・ピチュ遺跡にある「水の鏡」説明

する 
毎日 

6 LED 照明 1 式 展示物用の照明 毎日 

7 CCTV 1 式 展示品、機材盗難防止 毎日 

 

3-2-3 調達計画 

(1) 資機材等調達先 

本計画における資機材等の調達先は表-9 の通りである。 

 

表-9 資機材等調達先 

 

機材名 数量 
調達国  

備考 

（想定国・地域） 現地 日本 第三国 

ジオラマ模型 1 台  ○   

ビデオウォール 1 式  ○ ○ 
DAC 諸国、ASEAN

諸国、中国、台湾 

展示ケース 1 式  ○ ○ 
DAC 諸国 

マルチディスプレイ 1 式  ○ ○ 
DAC 諸国、ASEAN

諸国、中国、台湾 

水の鏡用ディスプレイ 1 台  ○ ○ 
DAC 諸国、ASEAN
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諸国、中国、台湾 

LED 照明 1 式  ○ ○ 
DAC 諸国 

CCTV 1 式  ○ ○ 
DAC 諸国、ASEAN

諸国、中国、台湾 

 

(2) 輸送計画 

日本で調達される機材はコンテナ詰めされ、横浜あるいは東京など京浜地区の主要港から海上輸

送され、「ペ」国のカラオ港で陸揚げされる。通関後、ピスカクチョまで陸上輸送される。日数は海

上輸送 30 日、通関に 15 日、国内輸送に 20 日を要す。 

 

(3) E/N、G/A 

E/N の締結相手先は、外務省となる。締結後国会承認が必要となる。 

G/A の締結相手先は SERNANP を予定している。締結後、国会承認が必要となる。 

 

(4) B/A、A/P 

B/A の締結先及び A/P の発給元は、他案件同様ペルー中央銀行となる。資金振込み等に伴う費用に

ついては、SERNANP が負担する。 

 

(5) 免税・通関手続き 

輸入時に発生する関税は免税となる。手続きは納入業者が船積書類を用意すると共に、JICAにド

ネーションレターの発行を依頼、SERNANPはドネーション受領のレターを作成の上、税関に書類

を提出する。 

国内調達が発生した場合は付加価値税の還付手続きが必要となるが、手続きが煩雑であるため、

SERNANPが予算措置を行うことを確認した。 

 

 

(6) 機材据付および操作指導 

計画されている全ての機材について据付工事が必要となる。据付工事は、サイトへの機材搬入後、

メーカー技術者が工事を行う。近隣国のメーカー代理店には高い技術を有する技術者がいないため、

メーカー技術者は基本的に日本から派遣される。 

据付工事後、全ての機材についてメーカー技術者による初期操作指導を行う。使用に技術的知識を

要する機材はなく、日々の使用方法や清掃点検方法などが中心となる。 

 

(7) 事業実施工程表 

本事業の実施工程は表-10 の通りである
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表-10 事業実施工程表 

 

 

凡例： 

      日本国内業務 

      第三国業務 

      現地業務 

  ▼   想定時期 

 

 

 

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

 交換公文 （E/N）締結 ▼

 無償資金拠出協定（G/A)締結 ▼

 コンサルタント契 約 ▼

 計画内容最終確認

 機材仕様等のレビュー

 入札図書作成

 入札図書承認

 公示 ▼

 図渡し、内説

 入札 ▼

 入札評価

 業者契約 ▼

 機器製作図作成

 機器製作

 事前確認・打合せ（ｺﾝｻﾙ・先方機関）

 出荷前検査

 船積前機材照合検査

 船積み

 機器輸送

 開梱・搬入・据付工事 実施設計

 初期操作指導

 検収・引渡し

実
 

施
 

設
 

計

調
 

達
 

工
 

程

契
約

暦年 2019年 2020年 2021年

会計年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

項目 11 12 1
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3-3 相手国側負担事業の概要 

本事業の実施にあたり、想定される「ペ」国側の負担事項は表-11 の通りである。 

 

表-11 「ペ」国側負担事項 

項目 
概算金額 

外貨額 円貨換算額 

支払授権書（A/P）発行に係る手数料 
及び A/P に基づく送金手数料 - 183,000 円 

ビジターセンター改修費等 109,200 ソル 約 3,673,000 円 

関税、消費税等 100,000 ソル 約 3,364,000 円 

本事業実施後の年間維持管理 47,000 ソル 約 1,581,000 円 

換算レート：1 ソル=33.64 円 

 

3-4 プロジェクトの運営維持管理計画 

整備機材の維持管理はビジターセンターの管理を担うマチュ・ピチュ歴史保護区事務所職員が行

い、事務所所長が維持管理責任者となる。各機材は頻繁な操作や設定の変更は不要であり、技術面の

問題はないと考えられる。また、整備機材の維持管理費用は同事務所年間予算の 2%、SERNANP の

年間予算の 0.1%未満であり、財政面の問題もないと考えられる。 

なお、文化財保護関連コンテンツは、クスコ文化局が管理を行っていることから、整備機材を活用

した展示・上映にあたっては、SERNANP は同局と連携して行う。 
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第 4 章 プロジェクトの評価 

4-1 事業実施のための前提条件 

事業実施のための前提条件は特にない。 

 

4-2 機材納入のために必要となる工事等 

特になし。 

 

4-3 プロジェクトの評価 

4-3-1 妥当性 

本事業は、上述のとおり、「ペ」国の開発課題・開発政策に合致している他、我が国の対「ペ」国

国別開発協力方針（2017 年 9 月）の重点分野（中目標）として「環境対策」が定められており、「ペ」

国の開発に不可欠な環境対策に支援していく方針であることから、本事業は同方針に合致する。また、

SDGs ゴール 11.4（世界の文化遺産および自然遺産の保全・開発制限取り組みを強化する）及び 15

（森林・生物多様性）に貢献すると考えられる。 

よって、無償資金協力により本事業の実施を支援する妥当性は高い。 

 

4-3-2 有効性 

(1)  定量的効果 

現在小型ケースで展示されている物はランの標本 2 点と蝶の標本 1 点の計 3 点のみである。展示

ケースを整備することにより、植物標本 2 点、昆虫標本 8 点、石器 13 点、土器 13 点、古代の植物製

工芸品 1 点、化石 1 点、合計 38 点の標本展示に置き換えることを計画しており、同数を目標値に設

定した。 

3 種類のビデオ機材の整備については、以下を予定している。大型のビデオウォールではマチュ・

ピチュ歴史保護区全体の概要、自然生態系を説明する動画コンテンツを上映する予定である。マルチ

ディスプレイではディスプレイ 2 台が連携し、1 台はインカ道上の位置を表示、もう 1 台はそのポイ

ントにおける特徴的な動植物類の映像を流すことでどこに何があるかを理解しやすくする２画面の

コンテンツを上映予定である。さらに水平置きのディスプレイでは、古代マチュ・ピチュで行われて

いた天体観測の様子を映し解説する予定である。これら 3 点のコンテンツを制作し上映する予定で

あることから、同数を目標値に設定した。 

 

指標名 基準値 
【2018 年実績値】 

目標値（2023 年） 
【事業完成 3 年後】 

展示される自然・文化遺産のコンテンツ数（点） 3 38 

上映ビデオコンテンツ数（本） 0 3 
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(2) 定性的効果 

1) マチュ・ピチュ歴史保護区の文化や自然に関する包括的な展示により、同保護区に対する国

内外の訪問者，地域住民の理解が深まる。 

2) インカ道利用者の意識を高め、インカ道でのゴミの不法投棄や遺跡への不法立ち入り、植物

の不当採取などを防ぎ、適切に維持保存されるようになる。 

3) 写真を含む展示物が適切な照明の元で見やすくなる。 

 

4-4 その他（広報、人材交流等） 

4-4-1 相手国側による広報計画 

日本政府の支援であることを国民に知らせるため実施段階で以下の広報活動が計画されている。 

・SERNANP ホームページへの掲載 

・引渡し式の開催 

・新聞やテレビなどのメディアにてプレスリリースの発表 

・ビジターセンター入り口に日本の支援で機材整備を行ったことを表すプレートの設置 

またクスコ文化局は地元のテレビ局で「世界遺産」の番組を毎週日曜日に放送しており、同番組で

ビジターセンターの宣伝なども可能とのことであった。またクスコ文化局はマチュ・ピチュ歴史保護

区の宣伝活動を積極的に行っているため、ホームページやその他ソーシャルメディアへの掲載も予

定している。 

 

4-4-2 その他 

階段増設計画については、既に設置が完了していることを確認した。 
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【資料】 

1. 調査団員・氏名 

横尾 秀利    機材計画    （一財）日本国際協力システム 

市村 明日香  機材調達・積算  （一財）日本国際協力システム 

 

2. 調査行程 

 

 

 

 

 

 

 

 

No. 日付 曜日 行程 日程 滞在

1 2018/6/20 水

成田発16:35（UA006)→
ヒューストン同日着14:35
ヒューストン同日発16:30(UA854)→
リマ着同日23:00

リマ

2 2018/6/21 木
表敬訪問　SERNANP本部
表敬訪問　文化省

リマ

3 2018/6/22 金
表敬訪問　JICA事務所
表敬訪問　環境省

リマ

4 2018/6/23 土 書類整理 リマ

5 2018/6/24 日 書類整理 リマ

6 2018/6/25 月
リマ発07:35(LA2013)→
クスコ着08:56
クスコ～陸路～オリャンタイタンボ

SERNANPクスコ/文化省クスコ事務所協議 オリャンタイタンボ

7 2018/6/26 火 SERNANPビジターセンター協議 オリャンタイタンボ

8 2018/6/27 水 SERNANPビジターセンター協議 オリャンタイタンボ

9 2018/6/28 木 SERNANPビジターセンター協議 オリャンタイタンボ

10 2018/6/29 金 SERNANPビジターセンター協議 オリャンタイタンボ

11 2018/6/30 土 SERNANPビジターセンター協議 オリャンタイタンボ

12 2018/7/1 日 オリャンタイタンボ～陸路～クスコ 書類整理 クスコ

13 2018/7/2 月 SERNANPクスコ事務所、文化省クスコ事務所協議 クスコ

14 2018/7/3 火
クスコ発18:12(LA2062)→
リマ着19:30

SERNANPクスコ事務所、文化省クスコ事務所協議 リマ

15 2018/7/4 水 SERNANP-本部協議 リマ

16 2018/7/5 木 ミニッツ署名 リマ

17 2018/7/6 金
JICA事務所報告
大使館報告

リマ

18 2018/7/7 土
リマ発0:35(UA855)→
ヒューストン着7:15
ヒューストン発同日10:25(UA007)→

19 2018/7/8 日 →成田着翌14:00
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3. 関係者（面会者）リスト

環境省 

次官 Lucia Ruiz Ostoic (Ms.) 

SERNANP 本省 

代表 Pedro Gamboa Moquillaza (Mr.) 

自然保護区局長 Jose Carlos Nieto Navarrete (Mr.) 

IT 担当 Manuel F. Camacho Villanueva (Mr.) 

SERNANP マチュ・ピチュ歴史保護区事務所 

所長 Hernest Escalante (Mr.) 

コーディネーターMario Soto Barboza (Mr.) 

クスコ文化局 

長官  Luis Nieto Degregori 

JICA ペルー事務所 

次長  磯貝 白日 

次長  小谷 知之 

所員  折田 直哉 

4. 討議議事録および当初要請からの変更点

(1) 要請内容 

合意した討議議事録は別添の通りである。 

要請内容については、協議の中で背景を確認し、プロジェクトの方向性や内容を見直したところ、当

初要請から変更を行っている。変更経緯を表-12 に示す。 

表-12 当初要請変更理由 

No. 機材名 
当初 

数量 

変更後 

数量 
理由 

1 窓用ビニール半透明フィルム 3 0 展示用途からはずれるため削除 

2 音響システム 2 0 使用計画の明確でない機材であり削除 

3 LED スポットライト 177 1 実情に合わせ数量 104 台一式とした。 

4 LED スポットライト用レール 22 1 
設置ライト数にあわせた長さのレール

一式 

5 TV 4 2 
ビデオウォール一式、マルチディスプ

レイ一式、計二式として設定 

6 UPS 1 5 
電圧変動による電子機器の故障を防ぐ

ため書く電子機器の付属品として設定 
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7 アラームシステム 3 1 

ビジターセンター全体用一式として選

定 

No. 29 セキュリティカメラと合わせて

使用 

8 安全標識 20 0 展示用途からはずれるため削除 

9 アンデス熊の彫刻 1 0 
コンテンツ詳細データを入手できない

ため削除 

10 椅子 5 0 展示用途からはずれるため削除 

11 インカ様式のドア 1 0 展示用途からはずれるため削除 

12 印刷フィルム 18 0 優先度が低いため削除 

13 インターネットシステム 1 0 展示用途からはずれるため削除 

14 入り口テラスの照明 1 0 展示用途からはずれるため削除 

15 温湿度計 2 0 優先度が低いため削除 

16 灌漑装置 2 0 展示用途からはずれるため削除 

17 観客席用クッション 1 0 展示用途からはずれるため削除 

18 煙探知機およびスプリンクラー 20 0 展示用途からはずれるため削除 

19 考古学、生物学研究設備 1 0 展示用途からはずれるため削除 

20 ゴミ箱 4 0 展示用途からはずれるため削除 

21 サイレン 3 0 展示用途からはずれるため削除 

22 シーリングスポットライト 10 0 展示用途からはずれるため削除 

23 受電設備 1 0 展示用途からはずれるため削除 

24 照明用配線 8 1 
No.3 LED スポットライト用据付機材

一式 

25 植物処理用セット 1 0 展示用途からはずれるため削除 

26 植物処理用セット 1 0 展示用途からはずれるため削除 

27 除湿機 4 0 優先度が低いため削除 

28 スライドドア付き棚 1 0 展示用途からはずれるため削除 

29 セキュリティカメラ 23 7 実情に合わせ数量調整 

30 セラミック地形モデル 1 1 
セラミックと限定せず地形ジオラマ模

型として設定 

31 センター出口の歩行者道の照明 1 0 展示用途からはずれるため削除 

32 ソーラー発電システム 1 0 展示用途からはずれるため削除 

33 タッチスクリーンＴＶ 1 0 使用計画の明確でない機材であり削除 

34 
タッチスクリーンＴＶ用ソフトウェ

ア 
1 0 使用計画の明確でない機材であり削除 

35 建物正面用金属 1 0 展示用途からはずれるため削除 

36 彫刻ガラス 1 0 展示用途からはずれるため削除 

37 机 1 0 展示用途からはずれるため削除 
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38 テーブルと 4 つの椅子のセット 1 0 展示用途からはずれるため削除 

39 展示ケース用湿度計 1 4 No.43 付属品として必要数量を計上 

40 展示ケース用除湿機 2 0 優先度が低いため削除 

41 展示ケース用振動検知システム 8 0 優先度が低いため削除 

42 展示パネル 4 0 優先度が低いため削除 

43 展示ケース 4 8 
壊れやすい自然標本や文化財展示に必

要であるため 

44 天井星座 1 0 設置効果が限定的であるため削除 

45 電子レンジ 1 0 展示用途からはずれるため削除 

46 トイレ照明 2 0 展示用途からはずれるため削除 

47 動物の模型 3 0 
コンテンツ詳細データを入手できない

ため削除 

48 扉つき棚 1 0 展示用途からはずれるため削除 

49 トラップカメラ 3 0 展示用途からはずれるため削除 

50 トランシーバー 50 0 展示用途からはずれるため削除 

51 長椅子 9 0 展示用途からはずれるため削除 

52 非酸性紙ダンボール 60 0 展示用途からはずれるため削除 

53 非酸性紙 81 0 展示用途からはずれるため削除 

54 ビデオライブラリ用棚付きテレビ 1 0 使用計画の明確でない機材のため削除 

55 表札 11 0 展示用途からはずれるため削除 

56 避雷針 1 0 展示用途からはずれるため削除 

57 ブルーレイディスクプレーヤー 1 0 使用計画が無いため削除 

58 プンカス様式パネル 1 0 展示用途からはずれるため削除 

59 星空のスクリーン 1 0 設置効果が限定的であるため削除 

60 水の鏡模型 1 1 
模型ではなく TV ディスプレイにて実

現 

61 メタルスタンド 1 0 展示用途からはずれるため削除 

62 夜景天井 1 0 設置効果が限定的であるため削除 

63 床埋め込み型ＴＶ 2 0 設置効果が限定的であるため削除 

64 ラック 1 0 使用計画が無いため削除 

65 ランプ付拡大鏡 2 0 展示用途からはずれるため削除 

66 ワイヤレスカメラ 25 0 展示用途からはずれるため削除 

67 煙探知器 20 0 展示用途からはずれるため削除 

68 煙探知器の配線システム 1 0 展示用途からはずれるため削除 

69 家具および特殊材料 1 0 展示用途からはずれるため削除 

70 緊急照明用配線システム 1 0 展示用途からはずれるため削除 

71 建物のメインファサードの照明 1 0 展示用途からはずれるため削除 

72 建物の外壁用照明 1 0 展示用途からはずれるため削除 
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73 建物外の駐車場への照明 1 0 展示用途からはずれるため削除 

74 
工芸品販売市場の屋台のイルミネー

ション 
1 0 展示用途からはずれるため削除 

75 
考古学資産の保護用家具および特殊

材料 
1 0 展示用途からはずれるため削除 

76 市場用ドア付棚 1 0 展示用途からはずれるため削除 

77 職人市場バスルーム照明 1 0 展示用途からはずれるため削除 

78 職人市場公共空間の照明 1 0 展示用途からはずれるため削除 

79 窓用ブラインド 3 0 展示用途からはずれるため削除 

80 非常灯 8 0 展示用途からはずれるため削除 

81 風力発電システム 2 0 展示用途からはずれるため削除 

(2) その他 

案件名について、以下の通り変更となった。 

＜和文＞ 

要請当初：マチュ・ピチュ歴史保護区ビジターセンター機材整備計画 

変 更 後：ピスカクチョ地区のマチュ・ピチュ歴史保護区ビジターセンター展示機材整備計画 

＜西文＞ 
ミニッツ締結時点： Proyecto para el Mejoramiento de Equipos para Exhibición en el Centro de 
Interpretación del Santuario Histórico de Machupicchu del Sector de Piscacucho 

変 更 後：Proyecto para Mejoramiento de Equipos para Exhibición en el Centro de Interpretación del 
Santuario Histórico de Machupicchu del Sector de Piscacucho  

＜英文＞ 
ミニッツ締結時点： Project for Improvement of Exhibition Equipment for Interpretation Center of the 
Historic Sanctuary of Machupicchu of Piscacucho Sector 
変 更 後：Project for the Improvement of the Exhibition Equipment for Interpretation Center of the 
Historic Sanctuary of Machupicchu of Piscacucho Sector 

5. 参考資料

特になし。 

6. その他の資料・情報

特になし。 
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第 1章 プロジェクトの背景・経緯 

1-1 プロジェクトの背景と要請の経緯 

イラン・イスラム共和国は（以下「イ」国という。）は、中東に位置し、古来より東西交通

の要衝であり続け、文明の十字路として歴史的に重要な地域として発展してきた。その歴史

は紀元前メソポタミア文明に遡り、ペルシャ帝国、イスラム帝国などが栄え、数多くの芸術

作品等が生み出されてきた。「イ」国には 22件の文化遺産と 1件の自然遺産が UNESCO 世界

遺産に登録されている他、国指定文化財として 3,200 か所以上が登録されており、世界的に

重要な遺跡、出土品、芸術作品等が数多く存在する。 

本事業の要請機関であるイラン国立博物館（National Museum of Iran 以下「NMI」という。）

は、「イ」国で最大かつ随一の博物館であり、300 万点以上の貴重な文化財を有し、年間約 23

万人（2017年度）が来館する。NMIはイスラム時代前の文化財を展示する古代イラン博物館

と 2015 年にリニューアルし開館したイスラム時代後の文化財を展示するイラン時代博物館

で構成されており、本事業は古代イラン博物館のみを対象とする。「イ」国は 1979 年のイラ

ン革命以来、対外的には反欧米の姿勢を保ち、欧米からの投資や支援は制限されており、古

代イラン博物館施設の展示設備の水準は低い状況となっている。適切な展示機材がないため、

貴重な文化財を有しているにもかかわらず適した展示ができない等の問題が起きている。 

こうした背景から、NMIの古代イラン博物館に展示機材を整備することにより、古代イラ

ン文化財の適切な環境下での展示を可能にし、もって「イ」国の文化遺産保護に寄与するた

めに、「イ」国政府は機材整備に必要な資金協力を我が国に要請した。 

1-2 無償資金協力の要請内容 

(1）要請年月 2018年 2月 

(2）要請金額 記載なし 

(3）要請内容 展示機材 

1-3 我が国の関連分野への協力 

過去の我が国による文化遺産保護分野に関連した援助実績は表-1のとおりである。その他、

東京文化財研究所や東京大学総合研究博物館等の教育機関が NMIと合意書を取り交し、学術

交流や技術協力等を実施している。 

表-1 我が国の援助実績 

協力内容 
実施 

年度 
案件名 

事業費 

（百万

円） 

概要 

一般文化無償資金

協力 
2004 

バム遺跡修復・保存

機材整備計画 
112 

遺跡修復・保存用機

材を整備 

（出典：外務省） 
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1-4 他ドナーの援助動向 

他ドナーの文化遺産保護分野に関連した援助実績は表-2 のとおりである。その他にも国際

会議への出席や展覧会の実施、共同研究等、他国との協力関係は多岐に亘る。 

 

表-2 他ドナーの関連分野への協力実績 

国名 年度 協力の種類 内容 金額 

ドイツ 実施中 研究協力 収蔵物のデータベース作成

（機材、トレーニング、専門

家派遣等）、収蔵品の 3D デ

ジタル化、古いコーランの

年代測定、等 

不明 

フランス 実施中 研究協力 出土品、動物の骨等の研究

等 

不明 

イギリス及び

オーストリア 

実施中 研究協力 パルティア時代及びササー

ン朝時代のコインの研究

（データベース作成、写真撮

影、文字解読、デザイン研

究、文献出版等） 

不明 

（出典：イラン国立博物館資料） 
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第 2章 プロジェクトを取り巻く状況 

2-1 プロジェクトの実施体制 

2-1-1 組織・人員 

NMI には前述のとおり古代イラン博物館とイスラム時代博物館がある。古代イラン博物館は 1935

年に工事が始まり、1937年に開館された。また、イスラム時代博物館は 1940年代に工事が開始され、

1950 年代に完成し、当初民族博物館や特別展示室として使用された。その後、改修工事が行われ、

1996年にイスラム時代博物館として開館した。2006 年夏から再度改修工事が行われ、2015年 8月下

旬にリニューアルして開館された。これら 2 つの博物館を有する NMI は、歴史・考古博物館として

「イ」国最大の博物館であり、また、収蔵品の数・種類・質において世界的にも有数の博物館のひと

つであるといえる。 

NMIは、イラン文化遺産・手工芸・観光庁（以下「ICHHTO」という。）傘下の機関である。ICHHTO

は「イ」国の観光開発、文化財保護・活用、手工芸品の品質向上・人材育成を行なっており、博物館

に関する業務は文化遺産局が所掌している。 

NMIの組織図は図-1のとおりで、2018年 7月現在の職員数は 157名である。 

 

 
図-1 イラン国立博物館組織図 

（出典：イラン国立博物館資料） 
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2-1-2 財政・予算 

NMIの予算は、政府からの予算と独自収入から成る。政府からの予算は通常予算、給料・賃金予算

及び開発予算に分かれる。独自収入は博物館入館料等により得た収入である。2017 年度の政府から

の予算は通常予算が 8,742 百万リヤル（約 22.7百万円）、給料・賃金予算が 36,970百万リヤル（約 96.1

百万円）、開発予算が 38,000 百万リヤル（約 98.8 百万円）である。独自収入（2017 年度 25,922 百万

リヤル（約 67.4百万円））は全額政府に納めているが、一部を博物館の運営等に利用できないか現在

政府と交渉中である。 

政府への予算申請は、ICHHTO 経由で毎年行なわれ、通常予算及び給料・賃金予算については毎月

国庫から ICHHTO経由で支払われる。開発予算については 5か年計画を ICHHTOに提出し、ICHHTO

が傘下機関の 5か年計画を取り纏め、大統領府直轄の計画・予算局（Planning and Budgetary Office：

PBO）に提出する。PBO内で検討された後、政府へ提出される。政府内での検討後、議会へ提出され、

承認手続きがとられる。NMI では現在改修計画を実施中であるが、同計画は第 6 次 5 か年計画の活

動のひとつとなっている。開発予算はこの 5 か年計画に沿って政府に予算申請がなされ、国庫から

ICHHTO経由で資金が支払われる。開発予算は夏頃に支払いが行なわれる。通常予算及び給料・賃金

予算については毎年必要な額が決まっているため申請額が支払われるが、開発予算は国庫の状況や計

画内容により、過去 5年間において受領した額は申請額の 39％～97％となっている。 

NMIの費用は、給料・賃金、光熱費、施設・機材の維持管理費、改修費等である。光熱費や消耗品

等については通常予算から支払われるが、固定資産となる費用は開発予算から支払われる。2017 年

度の修理費・維持管理費は 1,396 百万リヤル（約 3.6 百万円）であった。本事業が実施される場合、

機材の維持管理に必要な維持管理費は約 2,700 米ドル（約 297,000 円）であり、現在の修理費・維持

管理費に追加して通常予算で申請する予定である。 

NMIは政府機関であるため、収支差はゼロである。黒字となった場合には、国庫に返納されるため

収支表上は収支差がゼロとなる。 

NMI は ICHHTO の会計部署の検査を受けている。少なくとも現館長の就任以降の直近 3 年間、指

摘を受けたことはない。なお、ICHHTOは議会直轄の会計検査院及び財務省会計調査部から監査を受

けている。 

2013～2017年度まで 5年間の NMI収支実績及び計画は表-3のとおりである。なお、同国の予算年

度は 3月 20日から 3月 19 日までである。 
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表-3 イラン国立博物館の収支表（2013年度実績～2018年度計画） 

年度（3月 20日～3月 19

日） 

2013 

（実績） 

2014 

（実績） 

2015 

（実績） 

2016 

（実績） 

2017 

（実績） 

2018 

（計画） 

収入             

自己 

収入 

チケット販売 3,912 7,093 10,109 24,710 25,182 28,000 

レストラン、土産

店のレンタル代 
84 133 429 696 740 1,736 

合計（百万リヤル） 3,996 7,226 10,538 25,406 25,922 29,736 

合計（百万円） 10.4 18.8 27.4 66.1 67.4 77.3 

政府 

からの 

予算 

開発予算 21,000 31,000 23,000 29,455 38,000 50,000 

通常予算 1,000 1,636 7,943 5,293 8,742 8,000 

給料・賃金 20,440 22,710 26,710 31,420 36,970 43,000 

合計（百万リヤル） 42,440 55,346 57,653 66,168 83,712 101,000 

合計（百万円） 110.3 143.9 149.9 172.0 217.7 262.6 

支出             

給料・賃金 20,440 22,710 26,710 31,420 36,970 43,000 

電気代（通常予算） 670 800 884 900 1,040 1,100 

電話代（通常予算） 145 130 210 150 130 140 

施設・機材費（開発予算） 400 600 596 1,000 2,000 1,000 

修理・維持費（通常予算・

開発予算） 
8,000 9,283 9,699 1,498 1,396 1,400 

その他費用（通常予算・開

発予算） 
6,785 106 6,453 16,727 18,141 5,910 

改修予算（開発予算） 6,000 21,717 13,101 14,473 24,035 48,450 

合計（百万リヤル） 42,440 55,346 57,653 66,168 83,712 101,000 

合計（百万円） 110.3 143.9 149.9 172.0 217.7 262.6 

収支差 

（政府からの予算－支出） 
0 0 0 0 0 0 

単位：百万リヤル（括弧内は百万円）、会計年度：3月 20日～3月 19日 

（出典：イラン国立博物館資料） 

 

2-1-3 技術水準 

本事業で整備される機材は、技術部長の Roya Saatian 氏が使用・運用・維持管理の責任者となる。

機材の主な使用・運用・維持管理者は、技術部 8名及び外部コンサルタント 1 名の計 9名であり、 
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表-4 に示すとおりである。本事業にて整備される展示機材は複雑なものではないため、使用・操作・

維持管理について特段の問題はないものと考える。 

 

表-4 技術者リスト 

氏名 配属部署 専門分野 学位・資格 経験 
年数 担当機材 

Roya Saatian 技術部長 技術全般 建築学修士 24年 全機材 

Alinezhad 技術部 監視カメラ 電気学学士 27年 全機材 

Mehdi Khodami 技術部 技術（構造） 土木工学修士 13年 全機材 

Ali Rafati Zangi 技術部 監督 建築学修士 7年 全機材 

Pazhoohan Bagheri 技術部 技術（展示ケース） 工学修士 24年 展示ケース 

Bahram Rezai 技術部 技術（建造物保存） 工学修士 25年 全機材 

Hamed Nickho 技術部 技術（電気技師） 工学修士 10年 全機材 

Abbas Kiasaraei 技術部 在庫管理 文化財管理学学士 15年 全機材 

Arash Milaninia 外部コンサ

ルタント 

建築、設計 建築学修士 20年 全機材 

（出典：イラン国立博物館資料） 

  

2-1-4 既存施設・機材 

(1) 既存施設 

NMIはテヘラン市内の中心部に位置し、周辺には世界文化遺産のひとつであるゴレスターン宮殿、

宝石博物館等の他の観光施設があり、観光客が数多く訪れる地域に位置する。NMI の敷地面積は

17,000平方メートルであり、本事業で整備される機材が設置される古代イラン博物館は地上 2階、地

下 1階の建物である。1階及び 2階は常設展示室や小講堂、図書館となっており、地下階は現在倉庫

として使用されている。 

古代イラン博物館は、大規模な改修計画を実施しており、2018 年 8 月から改修工事が開始される

予定である。改修工事を行なうコンサルタント及び施工業者は既に選定されており、2018 年 7 月時

点、詳細設計が行なわれている。改修工事は、床や天井の補強工事、電気配線、窓の遮光等が含まれ

る。また、現在倉庫として使用されていた地下階は展示室に改修予定であり、中庭もガラス天井が設

置され、展示室として使用される予定となっている。展示面積は現在の 5,000m2から 7,500m2に拡大

する予定である。なお、現在小講堂及び図書館として使用されているスペースは特別展用の展示スペ

ースやマルチメディア室として利用できるよう改修される予定である。 

現在、古代イラン博物館の 1 階には原エラム期時代、青銅器時代、鉄器時代、アケメネス朝時代、

セレウコス王朝時代、パルティア時代、ササーン朝時代の展示室があり、2階には旧石器時代、新石

器時代、定住時代の展示室がある。改修後は、現在 1階にある展示物が地下階と 1階に分けられる予

定であり、地下階は原エラム期時代、青銅器時代、鉄器時代の展示室、1階はアケメネス朝時代、セ

レウコス王朝時代、パルティア時代、ササーン朝時代、原エラム期のスーサ時代の展示室となる予定

である。 

全館閉館期間をなるべく少なくするため、改修工事は階ごとに行なわれる。2018 年 8 月下旬から
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2019年 5月上旬には地下階を、2019年 3月上旬から 2019年 10月下旬には 2 階を、2019年 8月中旬

から 2020年 4月中旬には 1階部分の工事が行なわれる予定であり、現在の予定では、2020年 4月 21

日に全ての改修工事が完工することとなっている。これら改修工事による全館閉館期間は 3～4 か月

を見込んでいる。改修後のリニューアルオープンは、遅くとも次期大統領選が始まる前の 2021 年 3

月下旬までに行なわれる予定である。なお、地下倉庫に保管されている収蔵品は既にイスラム時代博

物館地下及び中庭地下にある別の倉庫への移送が開始されており（2018 年 7 月時点で進捗率 50％程

度）、2018年 8月下旬までには倉庫に保管されている全ての収蔵品がその倉庫に移動される予定であ

る。 

改修計画には、展示ケース、照明機材、マルチメディア機器等の展示関連機器の設置も含まれてお

り、本事業も同改修計画の機材整備の一部と位置づけられている。本事業で整備される照明機材及び

展示ケースは、1階に設置される予定である。照明機材は 1階全ての展示室に対し整備され、展示ケ

ースは 1階展示室のひとつであるササーン朝時代の展示室に設置される予定である。本事業の機材に

必要な電気配線工事等は、改修工事に含まれる予定である。 

改修計画の予算は、326,000 百万リヤル（約 847.6 百万円）であり、2021 年度までの開発予算とし

て 200,000百万リヤル（約 520.0百万円）が既に政府承認済みであり、差額の 126,000百万リヤル（約

327.6 百万円）はスポンサー（銀行、携帯電話会社、在外イラン人）からの寄付または政府への追加

予算申請を行なう予定である。なお、現在イスラム時代博物館で行なわれているルーブル美術館展に

対しては、「イ」国の民間銀行である Ayandeh Bank が 15,000 百万リヤル（約 39.0 百万円）の寄付を

行なっており、民間企業からの寄付を受けることも多くある。また、在外イラン人に対してはロンド

ンにて改修計画への寄付のための依頼を既に行なっている。 

NMIは同改修計画を実施することにより、古代イラン博物館の展示品の種類・数・質を上げ、来館

者数の増加及び来館者の満足度の向上を目指し、古代イラン博物館が国際レベルの博物館となること

を目指している。 

 

(2) 既存機材 

古代イラン博物館の既存機材は表-5のとおりである。1階の展示ケースは約11年前、2階の展示ケー

スは約3年前に導入されたものであるが、隙間等もあり、展示品にとってよい環境であるとはいえな

い。また、照明機材は部屋全体を照らすためのベース照明と展示ケースについている照明の2種類が

あるが、通常他の多くの博物館で使用される展示物を毀損しない博物館用照明機材はない。現在、採

光のほとんどは薄いカーテンがかかった窓から入ってくる自然光がほとんどであり、展示品に悪影響

を与えるおそれがあると考えられる。 

オーディオガイドシステムは現在保有していない。QRコードにて説明を行なうガイドシステムを

試験的に導入しており、現在40点分の説明をインターネットを通じて得ることができるが、インター

ネット環境が悪く、来館者の多くを占める外国人、高齢者、児童はインターネットアクセスがないた

め、QRコードシステムにアクセスできる来館者が限られている。 
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表-5 既存機材リスト 

No. 機材名 数 
量 設置年 メーカー 型式 使用 

頻度 状態 

1 
博物館用

照明機材 
0 - - - - - 

2 展示ケース 117 

2007年 

（1階 44台） 

国内メーカ

ー特注品 
- 毎日 

・塗装がはげている 

2015年 

（2階 73台） 

・ガラス部分に隙間があ

る 

  ・内部照明が台から外れ

ている 

3 

QR コード

ガイドシ

ステム 

1 

2015年システム

導入 
MirasAfzar

（アンドロ

イドソフト

ウエア） 

- 毎日 

・アンドロイドの新しい

OS（ver8）に対応してい

ない           

2018年 2月アン

ドロイドソフト

ウエア導入 

・ペルシャ語のみである 

・説明文のみで音声なし

である 

（出典：イラン国立博物館資料） 

 

2-2 環境社会配慮及びグローバルイシューとの関連 

2-2-1 環境社会配慮 

特になし。 

 

2-2-2 その他（グローバルイシュー等との関連） 

特になし。 
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第 3章 プロジェクトの内容 

3-1 プロジェクトの概要 

3-1-1 上位計画 

「イ」国政府は、第 6 次 5 か年計画（2017-2021 年度）を発表しており、文化遺産保護、手工芸の

促進及び観光開発を行なうために必要な措置をとることが述べられている。文化遺産については、研

究、保護及び修復を行なうために必要な予算措置がとられることが示されている。また、観光開発に

ついても重要方針のひとつとして挙げられている。本事業の実施は、「イ」国の文化遺産保護を図る

ものあり、本事業は「イ」国の上位計画に沿ったものであるといえる。 

また、本事業は、SDGs のゴール「11.4 世界の文化遺産および自然遺産の保護・保全の努力を強

化する。」に貢献するものである。 

本事業を通じた支援により展示環境が改善する文化財は世界的に重要なものも含まれる。適切な展

示環境が整備されることで、同国の貴重な文化財が保護され、当国の文化・学術振興が図られ、日本

との学術・研究交流を含む文化交流の促進に寄与すると考えられる。したがって、対イラン・イスラ

ム共和国国別開発協力方針（2017 年 7 月）における大目標「イランとの伝統的友好関係の拡大及び

イランの国際社会への統合に向けた支援」に寄与するものであり、本事業は我が国の方針に合致する。 

3-1-2 当該セクターの現状 

先述のとおり、「イ」国は、古来より東西交通の要衝であり続け、文明の十字路として歴史的に重

要な地域として発展してきた。「イ」国には世界的に重要な遺跡、出土品、芸術作品等が数多く存在

しており、22件の文化遺産と 1件の自然遺産が UNESCO世界遺産に登録されている他、国指定文化

財として 3,200か所以上が登録されている。 

しかしながら、「イ」国は 1979年のイラン革命以来、対外的には反欧米の姿勢を保ち、欧米からの

投資や支援は制限されており、イラン各地の博物館施設の展示設備の水準は低い状況となっている。

本事業の対象機関である NMI の古代イラン博物館においては、適切な展示機材がないため、貴重な

文化財を有しているにもかかわらず、多くの貴重な文化財が展示できない等の問題が起きている。 

3-1-3 プロジェクトの目的 

本事業は、NMI の展示機材を整備することにより、古代イラン文化財の適切な環境下での展示を

可能にし、もって「イ」国の文化遺産保護に寄与することを目的とする。 

3-2 無償資金協力による計画 

3-2-1 設計方針 

NMIが収蔵している文化財は、旧石器時代から後期イスラム期までの石器、陶器、骨、石、木材、

金属器、コイン、織物、碑文等である。世界的に有名なアケメネス朝時代、ササーン朝時代等の貴重

な文化財も数多く収蔵されている。収蔵品数は表-6 のとおりである。 
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表-6 出土品リスト 

博物館名 収蔵場所 コレクション

名 

収蔵品種類 数 

古代イラン博

物館 

倉庫 旧石器時代 石器 80,000 

陶器、破片 陶器 2,500,000 

骨 動物の骨、人骨 150,000 

先史時代 石器、陶器、金属器 29,609 

有史時代 石器、陶器、金属器、織物、し

っくい、ガラス 

10,603 

コイン・印章 コイン、印章 179,118 

碑文 碑文 5,255 

骨董写真道具 カメラ、その他写真道具 200 

違法発掘 
石器、陶器、金属器、織物、し

っくい 
82,261 

展示室 - - 1,853 

イスラム時代

博物館 

倉庫 イスラム文化 石器、陶器、金属器、織物、し

っくい、ガラス、書籍 

10,046 

展示室 イスラム文化 - 1,140 

（出典：イラン国立博物館資料） 

収蔵品数は、300 万点を超えるが、展示品数は両博物館を合わせ現在 2,993 点のみとなっている。

織物、絵画、金、銀、骨等の特に環境に影響されやすい収蔵品の多くは、展示環境の問題から展示す

ることができず、倉庫に保管されたままとなっている。なお、これら収蔵品は分類され、パソコンに

てデータが管理されている。 

本事業は、上記の貴重な文化財を展示・保護する NMI に対し、展示機材を整備するものであり、

「イ」国政府の要請内容と現地調査及び協議の結果を踏まえて、以下の方針に基づき計画する。 

(1) 本事業にて整備する展示ケース及び照明機材は、環境に影響を受けやすい文化財を対象とし

ているため、展示する文化財に適した機材を選定する。 

(2) 照明機材については、展示品に合わせた照度を調整する必要があることから、調光が可能な機

種とし、調光操作装置も含めることとする。また併せてレール等の必要な付属品も含める。 

(3) 展示ケースは、ササーン朝時代の展示品に対して使用される予定である。ミイラ、銀器、陶器、

像、コイン等が主な展示品であるため、展示品に合わせた展示ケースを選定し、それぞれの展

示ケースに合わせ、免震装置や内部照明の要否を判断し、仕様を決定する。 

3-2-2 基本計画（機材計画） 

上記設計方針に基づき、各種機材の使用目的、NMIの要望等を勘案の上、計画対象機材の選定を行

った。各機材の具体的な選定方針は次のとおりである。 

(1) 照明機材のスポットライトは、遺物への影響を考慮し赤外線紫外線の波長が少ない LED 照明

とする。更に遺物への光の当て方を微調整できるように、個々のスポットライトが調光でき、
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照明の位置を可変できるシステムを選定する。 

(2) 展示ケースは、遺物の保護を特に重要視するためにエアタイト仕様とし、外気との空気の交換

を最小限に留めることを選定方針とする。また同様に地震の発生や建物の老朽化による振動

に対応し遺物の損傷を防ぐために、2m程度以上の展示ケースには免震装置を選定する。 

本事業の展示機材の用途、設置・保管場所は表-7 のとおりである。 

表-7 機材活用計画 
機材

番号 機材名 数量 用途 設置・ 
保管場所 頻度 

1 トラックライト 1 式 博物館の展示スペース用照

明 
1階展示室 毎日 

2 調光システム 1 式 個々のライトを制御するシ

ステム 
1階調光室 毎日 

3 展示ケース 8 台 博物館の遺物を展示するた

めのケース 
1階ササーン朝
時代展示室 

毎日 

（出典：イラン国立博物館資料） 

「イ」国の電圧は、単相 AC220V、周波数は 50Hz、プラグは Cタイプである。 

3-2-3 調達計画 

(1) 資機材等調達先 

本事業における資機材等調達先は表-8のとおりである。 

表-8 資機材等調達先 

機材名 数量 
調達国 備考 

（想定国・地域） 現地 日本 第三国 

トラックライト 1式 ○ ○ DAC諸国、リトアニア 

調光システム 1式 ○ ○ DAC諸国、中国 

展示ケース 8台 ○ ○ DAC諸国 

(2) 輸送計画 

本事業で調達される機材の輸送は、日本側の経費負担により、調達契約業者が行う。 

日本で調達される機材はコンテナ詰めされ、横浜あるいは東京など京浜地区の主要港から海上輸送

され、イラン国バンダルアバス港で陸揚げされる。港で通関後「イ」国テヘラン市内のサイトである

イラン国立博物館まで陸上輸送される。 

なお、イランでは、イラン政府が指定する船積前検査が必要になり、適合証明書（Certificate of 

Conformity: CoC）の取得が必要となる。 
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(3) E/N、G/A 

交換公文（以下「E/N」という。）は ICHHTO、贈与契約（以下「G/A」という。）は NMIが署名す

ることを確認した。なお、E/N 及び G/Aは調査当時発効手続きは不要であることを確認した。 

(4) B/A、A/P 

 銀行取極め（以下「B/A」という。）は ICHHTOが締結先となり、支払い授権書（以下「A/P」とい

う。）を発行することを確認した。 

(5) 免税・通関手続き 

輸入する場合には通常免税となるが、国内で発生する付加価値税は免税とならないため、NMI が

負担する予定である。免税手続きは、ICHHTO長官がイラン内閣に文書を発出する。内閣が免税許可

文書を税関、ICHHTO、PBO、外務省、財務省、議会等の関連機関に発出することで、免税の許可を

得られる。NMIは同手続きに要する期間を 20日程度と想定している。NMIが収蔵品を海外に貸し出

す際、内閣に許可を得る同様の手続きを行っており、通常 3週間程で許可が出るとのことである。 

(6) 機材据付及び操作指導 

計画されている全ての機材について据付工事が必要となる。据付工事は、サイトへの機材搬入後、

メーカー技術者の監督の下に行う。近隣国のメーカー代理店には高い技術を有する技術者がいないた

め、メーカー技術者は基本的に日本から派遣される。 

また、据付工事後、全ての機材についてメーカー技術者による初期操作指導を行う。 

(7) 事業実施工程表 

本事業の事業実施工程表は表-9のとおりである。 

但し、米国または国際社会による対イラン経済制裁による影響があると、スケジュールがずれる可

能性がある。 
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表-9 事業実施工程表 

 

凡例：  ：日本国内業務 

  ：第三国業務 

  ：現地業務 

   ▼ ：想定時期 

 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6

 交換公文 （E/N）締結 ▼

 無償資金拠出協定（G/A)締結 ▼

 コンサルタント契 約 ▼

 計画内容最終確認

 機材仕様等のレビュー

 入札図書作成

 入札図書確認

 公示 ▼

 入札 ▼

 入札評価

 業者契約 ▼

 機器製作図作成

 機器製作

 事前確認・打合せ（ｺﾝｻﾙ・先方機関）

 出荷前検査

 船積前機材照合検査

 船積み

 機器輸送

 開梱・搬入・据付工事 実施設計

 初期操作指導

 検収・引渡し（完了確認）

暦年

会計年度

項目

契
約

調
 

達
 

工
 

程

実
 

施
 

設
 

計

2019年

平成30年度

2020年

平成31年度 平成32年度

7

例
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3-3 相手国側負担事業の概要 

本事業の実施にあたり、「イ」国側の負担事項は表-10のとおりである。 

 

表-10 相手国側負担事項 

項目 
概算金額 

外貨額 円貨換算額 

支払授権書（A/P）発行に係る手数料 
及び A/P に基づく送金手数料 

- 約 82,000円 

インフラ整備を含む施設の改修 326,000,000,000リヤル 約 847,600,000円 

本事業実施後の年間維持管理 約 2,700米ドル 約 297,000円 

 
3-4 プロジェクトの運営維持管理計画 

本事業全体の窓口は NMI館長で、機材の使用・運営管理・維持管理は NMIの技術部の担当者が実

施する。複雑な操作及び維持管理を要する機材もないことから，能力面の問題はないと考えられる。

また，機材の維持管理費用は当国政府から配賦される予算より支出される予定であり、現在の修理費・

維持管理費に追加して通常予算で申請する予定である。 

なお、アフターセールスサービスは日本、ヨーロッパ等または「イ」国内の支店や代理店を通して

行うこととなる。 
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第 4章 プロジェクトの評価 

4-1 事業実施のための前提条件 

（1）米国または国際社会による対イラン経済制裁 

事業実施のための前提条件は米国または国際社会による対イラン経済制裁による影響がないこと

である。また、NMIは本事業が初の日本からの支援となり、無償資金協力制度に不慣れであることか

ら適時のフォローが必要である。 

 

（2）機材納入のために必要となる工事等 

NMI では現在大規模な改修計画を行なっている。本事業にて整備される展示機材の据付が行

なわれる 1 階は 2019 年 8 月中旬から 2020 年 4 月中旬までに改修工事が行なわれる予定となってい

る。展示機材の据付前までには展示機材据付場所の改修工事が完了していなければならないので、工

事の進捗を適時確認する必要がある。現在の予定では、2020年 4月 21日に全館全ての改修工事が完

工することとなっており、改修後のリニューアルオープンは、遅くとも次期大統領選が始まる前の

2021年 3月下旬までに行なわれる予定である。 

 

4-2 プロジェクトの評価 

4-2-1 妥当性 

「イ」国政府は、第 6 次 5 か年計画（2017-2021 年度）を発表しており、文化遺産保護、手工芸の

促進及び観光開発を行なうために必要な措置をとることが述べられている。文化遺産については、研

究、保護及び修復を行なうために必要な予算措置がとられることが示されている。また、観光開発に

ついても重要方針のひとつとして挙げられている。本事業の実施は、「イ」国の文化遺産保護を図る

ものあり、本事業は「イ」国の上位計画に沿ったものであるといえる。 

本事業を通じた支援により展示環境が改善する文化財は世界的に重要なものも含まれる。適切な展

示環境が整備されることで、同国の貴重な文化財が保護され、当国の文化・学術振興が図られ、日本

との学術・研究交流を含む文化交流の促進に寄与すると考えられる。したがって、対イラン・イスラ

ム共和国国別開発協力方針（2017 年 7 月）における大目標「イランとの伝統的友好関係の拡大及び

イランの国際社会への統合に向けた支援」に寄与するものであり、本事業は我が国の方針に合致する。 

さらに本事業は、2019 年の二国間外交関係樹立 90周年の機運が高まる中での支援であり、NMIへ

の支援はビジビリティも高く、二国間関係の更なる強化に資することが可能であり、支援の妥当性は

高い。 

  

4-2-2 有効性 

(1) 定量的効果 

照明機材の改善により適した環境下で展示される展示品数の目標値は、本事業にて整備される照明

機材の据付が行なわれる 1階の総展示品数で設定した。展示ケースの改善により適した環境下で展示

される展示品数の目標値は、現在展示されている展示品の中で、本事業にて整備される展示機材に収

納される展示品数で設定した。展示環境の改善により展示が可能となる新規展示品数の目標値は、現

在倉庫に保管され展示されていない展示品の中で、本事業にて整備される展示機材に収納される展示

品数で設定した。 
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指標名 基準値 
（2018年実績値） 

目標値（2023年） 
（事業完成 3年後） 

照明機材の改善により適した環境下で展示さ
れる展示品数（点） 0 693 

展示ケースの改善により適した環境下で展示
される展示品数（点） 0 61 

展示環境の改善により展示が可能となる新規
展示品数（点） 0 20 

 

(2) 定性的効果 

① 既存の展示品の展示環境が改善する。 

② 環境に影響の受けやすい文化財が、展示環境の改善により展示が可能となる。 

 

4-3 その他（広報、人材交流等） 

4-3-1 相手国側による広報計画 

本事業が実施された場合、NMIは日本からの支援を積極的に広報する計画である。具体的には以下
のとおりである。文化省も広報を重視していることを確認した。 

① テレビ、プレス等を招待しての引渡式の開催 

② NMIウェブページ、パンフレット、カタログ等に日本支援について言及 

 

4-3-2 その他 

特になし。 

 

  



17 

【資料】 
1． 調査団員・氏名 

中村 陽子 機材計画 （一財）日本国際協力システム 

山越 和彦 機材調達・積算 （一財）日本国際協力システム 

2． 調査行程 

No. 日付 旅程 業務内容 宿泊 

1 7月 5日 木 成田 22:00 (EK319) -> 移動 機中泊 

2 7月 6日 金 
03:40 ドバイ 07:45 (EK971) 

->  10:25 テヘラン 
資料整理、市場調査 テヘラン 

3 7月 7日 土 
JICA事務所表敬 

イラン国立博物館及び ICHHTO との協議 
テヘラン 

4 7月 8日 日 イラン国立博物館との協議 テヘラン 

5 7月 9日 月 イラン国立博物館との協議 テヘラン 

6 7月 10日 火 イラン国立博物館との協議 テヘラン 

7 7月 11日 水 イラン国立博物館との協議 テヘラン 

8 7月 12日 木 資料整理、市場調査 テヘラン 

9 7月 13日 金 資料整理、市場調査 テヘラン 

10 7月 14日 土 
輸送会社等訪問 

イラン国立博物館との協議 
テヘラン 

11 7月 15日 日 
輸送会社等訪問 

イラン国立博物館、ICHHTO、PBOとの協議 
テヘラン 

12 7月 16日 月 イラン国立博物館との協議 テヘラン 

13 7月 17日 火 
イラン国立博物館との協議 

ミニッツ署名 
テヘラン 

14 7月 18日 水 
テヘラン 19:10 (EK980) -> 

21:00 ドバイ 
大使館、JICA事務所報告 ドバイ 

15 7月 19日 木 
ドバイ 02:40 (EK318) -> 

17:35 成田 
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3． 関係者（面会者）リスト 

イラン国立博物館 

Jebrael Nokandeh  館長 

Omid Kamalvand  副館長（総務担当） 

Fereidoun Biglari  副館長（文化担当） 

Masoumeh Ahmadi  国際・法務部長 

M. Hossein Azizi Kharanaghi  先史時代部部長 

Hoorshar Design 社（改修計画外部コンサルタント） 

Arash Milaninia 技術マネージャー 

イラン文化遺産手工芸観光庁 

Kiandokht Torabi  国際局担当者 

計画・予算局（PBO） 

Hosseinian 芸術・文化部門担当 

在イラン日本大使館 

紺野 晶裕 二等書記官（経済協力班） 

BAME Kenta 三等書記官（日本情報・文化センター副センター長） 

清水 恵美 専門調査員（日本情報・文化センター） 

JICAイラン事務所 

小林 雪治 所長 

田中 博之 次長 

水谷 陣也 所員 

山中 美子 所員 

Farid Ghaderi 現地所員 
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4． 討議議事録及び当初要請からの変更点 

(1) 要請内容 

NMIと合意した討議議事録は別添のとおりである。当初要請内容から削除・変更した機材は表-11、

追加した機材は表-12のとおりである。 

 

表-11 当初要請内容から削除・変更した機材 

機材名 数量 理由 

トラックライト 1 セット → 1 セット 使用場所・目的により適した機種・数量に変更 

（スポットライト 300 個から 270 個へ変更、付属品含む） 

展示ケース 100 台 → 8 台  当初想定価格は廉価な現地生産品を採用していたが、

要請されたスペック（高い気密性、防犯や免震機能等）

を満たす機種に変更したところ、単価が上昇した。予算

の制約を考慮し、ササーン朝の展示品のみの使用に変

更 

（4 種類計 8 台） 

オーディオガ

イドシステム 

1 セット → 0 経済制裁対象となる製品・部品が含まれている可能性

が高いため削除 

   

表-12 当初要請内容に追加した機材 

機材名 数量 理由 

調光システム 0 → 1 照明と一体であるため 

 

(2) その他 

案件名について、以下の通り変更となった。 

 

＜和文＞ 

- 要請当初：イラン国立博物館機材整備計画 

- 変 更 後：イラン国立博物館展示機材整備計画 

＜英文＞ 

- 要請当初：Project for Improvement of Equipment in National Museum of Iran 

- 変 更 後：Project for Improvement of Exhibition Equipment in National Museum of Iran 
 

5． 参考資料 

特になし。 
 

6． その他の資料・情報 

特になし。 
 





























































マダガスカル共和国 

マダガスカル国営テレビ局番組制作機

材及び番組ソフト整備計画 

調査結果概要 



目次 

プロジェクトの位置図 

写真 

第 1 章 プロジェクトの背景・経緯 .......................................................................................... 1 

1-1 プロジェクトの背景 ....................................................................................................... 1 

1-2 無償資金協力の要請内容 ................................................................................................ 1 

1-3 我が国の関連分野への協力 ............................................................................................. 1 

1-4 他ドナーの援助動向 ....................................................................................................... 2 

第 2 章 プロジェクトを取り巻く状況 ....................................................................................... 3 

2-1 プロジェクトの実施体制 ................................................................................................ 3 

2-1-1 組織・人員 ........................................................................................................ 3 

2-1-2 財政・予算 ........................................................................................................ 8 

2-1-3 技術水準 ............................................................................................................ 9 

2-1-4 既存施設・機材 ............................................................................................... 11 

(1) 既存施設 ......................................................................................................................... 11 

(2) 既存機材 ........................................................................................................................ 12 

2-2 環境社会配慮及びグローバルイシューとの関連 ........................................................... 13 

2-2-1 環境社会配慮 ................................................................................................... 13 

2-2-2 その他（グローバルイシューとの関連） ......................................................... 13 

第 3 章 プロジェクトの内容 ................................................................................................... 14 

3-1 プロジェクトの概要 ..................................................................................................... 14 

3-1-1 上位計画 .......................................................................................................... 14 

3-1-2 当該セクターの現状 ........................................................................................ 14 

3-1-3 プロジェクトの目的 ........................................................................................ 14 

3-2 無償資金協力による計画 .............................................................................................. 15 

3-2-1 設計方針 .......................................................................................................... 15 

3-2-2 基本計画（機材計画） ..................................................................................... 16 

3-2-3 調達計画 .......................................................................................................... 19 

(1) 資機材等調達先 ............................................................................................................. 19 

(2) 輸送計画 ........................................................................................................................ 19 

(3) E/N、G/A ....................................................................................................................... 19 

(4) B/A、A/P ........................................................................................................................ 19 

(5) 免税・通関手続き .......................................................................................................... 19 

(6) 機材据付および操作指導 ............................................................................................... 20 



(7) 事業実施工程表 ............................................................................................................. 20 

3-3 相手国側負担事業の概要 .............................................................................................. 22 

3-4 プロジェクトの運営維持管理計画 ................................................................................ 22 

第 4 章 プロジェクトの評価 ................................................................................................... 23 

4-1 事業実施のための前提条件 ........................................................................................... 23 

4-2 機材納入のために必要となる工事等 ............................................................................. 23 

4-3 プロジェクトの評価 ..................................................................................................... 23 

4-3-1 妥当性 ............................................................................................................. 23 

4-3-2 有効性 ............................................................................................................. 23 

(1) 定量的効果 ..................................................................................................................... 23 

(2) 定性的効果 ..................................................................................................................... 23 

4-4 その他（広報、人材交流等） ....................................................................................... 24 

4-4-1 相手国側による広報計画 ................................................................................. 24 

4-4-2 その他 ............................................................................................................. 24 

【資料】 ................................................................................................................................... 25 

1. 調査団員・氏名 .............................................................................................................. 25

2. 調査行程 ......................................................................................................................... 25

3. 関係者（面会者）リスト ................................................................................................ 26

4. 討議議事録および当初要請からの変更点 ....................................................................... 26

(1) 要請内容 ............................................................................................................... 26 

(2) その他 ................................................................................................................... 28 

5. 参考資料 ......................................................................................................................... 28

6. その他の資料・情報 ....................................................................................................... 28



プロジェクト位置図 

マダガスカル共和国

プロジェクト

サイト

アンタナナリボ 



■ 写 真 

写真-1：TVMのビル外観。 写真-2：日刊紙でのテレビ欄。中央部に TVMの

番組表が掲載されている。 

写真-3：メインスタジオ。右手はニュース番組
用セット、左はスポーツ番組用。 

写真-4：スタジオが手狭なためかカメラは三脚
に固定したまま撮影される。 

写真-5：スタジオ照明。屋外用一般投光器を流
用しており光量調整が出来ない。  

写真-6：スタジオでのモニターディスプレイ。
いまだにブラウン管式も使用している。 

写真-7：副調整室。色彩調整などは出来ない極
めてシンプルな構成。  

写真-8：2台のカメラ映像をそれぞれのスイッ
チャーに入力して使用しているとの事。 



 

 

 

 

写真-9：映像保管は DVDで行っている。 写真-10：ディスクの貸し出しは台帳にて管理
を行っている。 
 

 

 

写真-11：本案件整備機材設置先の第一候補で
ある、別館の新スタジオ。2019年 12月までに
工事完了予定。 

写真-12：副調整室となる部屋から新スタジオ
側を臨む。 

  

写真-13：万が一別館の新スタジオが間に合わ
ない場合は 2018年内に完成予定の本館 1階ス
タジオに機材を据付ける。 

写真-14：屋外撮影用機材。三脚等、一部壊れて
いるが何とか使用している。 
 

  

写真-15：屋外撮影用カメラ。耐久性に乏しいア
マチュア向け機材ではあるが安価であり数多

く使用されている。 

写真-16：インカムの代わりに使用されている
カラオケアンプ。本来スピーカーを接続する所

にヘッドホンを接続しており、大音量となる可

能性があり危険。 
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第 1 章 プロジェクトの背景・経緯 

1-1 プロジェクトの背景 

マダガスカル共和国（以下「マ」国という。）は、アフリカ大陸のモザンビーク国沖、西インド洋

にある島国であり、主要な国土はマダガスカル島である。世界銀行によれば、「マ」国の 2016 の GDP

は約 100.0 億米ドル、一人あたり GNI は 400 米ドルであり、貧困国に分類されている。人口は約 2,489

万人であり、約 18 の民族から構成されているが、マレー系が多い高地民族であるメリナ人が最大で

ある。マダガスカル語が全域で話されており、公用語はマダガスカル語とフランス語である。フラン

コフォニー国際機関によれば、人口の約 20%が完全な仏語ネイティブであり、西アフリカ諸国の約

30％に比べ、やや少ないものの、マダガスカル語以外の授業は、原則フランス語で行われることから、

教育を受けたものはフランス語を解している。主要産業は農業（バニラ）、鉱業等の第一次産業であ

るが、マダガスカル政府は繊維産業や観光業に力を入れる方針である。首都はアンタナナリボで内陸

に位置している。 

「マ」国は上位開発計画である「国家開発計画（2015-2019）」において「国民の情報インフラへの

アクセシビリティ向上」のための TV 放送網の拡大を謳い、コミュニケーション・統治機関省（以下、

「MCRI」という。）の政策においても「地上デジタル放送への対応準備」が優先的活動の一つとして

挙げられている。これら政策の推進にあたり、マダガスカル公共ラジオテレビ庁（以下、「ORTM」と

いう。）の一部局であるマダガスカル国営テレビ局（以下、「TVM」という。）は、当国の全州を放送

範囲に含む唯一のテレビ放送局として、当国民に向けて公共性の高い良質な番組を放送することが

期待されている。 

この役割を果たすべく、TVM では番組編成の充実に向けて、スタジオ番組の映像の質・構成の改

善、国会等の中継番組の回数増、教育番組やドキュメンタリー等の収録番組制作数増、及び質の改善

を計画している。しかしながら、過去の暴動の際に一部機材が焼失するなどしたため、番組制作用機

材は数量、種類ともに不足しており、イベント中継の対応可能数や自社番組の制作数が限られ、ニュ

ース番組等のスタジオ撮影についても出演者数を限定した単純な映像構成の番組のみを制作してい

る。また、既存機材の仕様が古くアナログ機材も含まれるため、映像の質が低い。 

かかる状況のもと、国営メデイアの番組制作能力向上に資するとともに安定的で多様な自主番組

の制作を可能にし、もって当国民に提供される情報の多様化や放送を通じた学びの機会拡大に寄与

するため、TVM に対する番組制作に必要な機材及び番組制作の参考ともなり得る番組ソフトを整備

への支援が要請された。 

1-2 無償資金協力の要請内容 

(1) 要請年月 2017 年 5 月 

(2) 要請金額 95.6 百万円 

(3）要請内容 放送用機材および番組ソフト 

1-3 我が国の関連分野への協力 

過去の我が国の過去 10 年における「マ」国メディアに対する支援実績は表-1 の通りである。 
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表-1 我が国の援助実績 

スキーム・案件名 備考 

外務省制作番組 Japan Video Topics の提供（12 本） 2016 年度実施 

国際交流基金を通じた TVM の番組ソフト整備 

（ドキュメンタリー30 本 654 分、教育番組 15 本 225 分） 

2010 年度実施 

国際交流基金を通じた TV Plus の番組ソフト整備（ドラマ、アニメ、スポーツ） 2016-2018 年放送 

1-4 他ドナーの援助動向 

他ドナーの過去 10 年におけるメディア支援は表-2 の通りである。その他、他機関、会社との協力

が継続的に行われている（表-3）。これら支援は、番組提供や制作協力が主であり大規模な機材供与

の支援はない。なお、「マ」国側の裨益機関は、いずれも ORTM である。 

表-2 他ドナーの援助実績 

ドナー名 内容 備考 

国際労働機関(ILO) 労働に関する啓発番組の提供 2018 年 

国際連合児童基金(UNICEF) 共同番組制作事業による機材の供与（カメラ 1 台） 2012 年 

国連開発計画(UNDP) 通信法制定にあたる技術支援 2009 年 

表-3 他機関との協力実績 

協力機関名 内容 備考 

ラガルデール サッカー、国際スポーツの放映権の譲渡 継続 

CFI(Canal France International) 番組ソフトの提供 継続 

BBC 発信機貸し出し 継続 

RFI(Radio France International) 共同番組制作 継続 

CIRTEF 共同番組制作 継続 
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第 2 章 プロジェクトを取り巻く状況 

2-1 プロジェクトの実施体制 

2-1-1 組織・人員 

実施機関は MCRI の外局である ORTM であり、整備機材を使用する TVM は、その傘下にある部

局の一つである。監督機関である MCRI の組織図を図-1 に、実施機関の組織図を図-2 に示す。 

TVM は 50 年前に設立された、マダガスカル全土をカバーする唯一のテレビ放送局である。首都

アンタナナリボに、本部機能、放送機能の両方を有した事務所を構えている。地方局は ORTM の管

轄下にはなく、MCRI が直接管轄しているが、地方局が撮影したものを TVM のチャンネルで放送す

る等、相互連携が図られている。 

TVM の職員数は 170 名（2018 年 5 月時点）である。情報課は番組に必要な情報の収集及び翻訳、

吹き替え原稿を作成する課であり 53 名が在籍している。技術課は、機材を使用し番組を撮影する課

であり、39 名が在籍している。本事業により整備される番組制作機材は技術課内の各班で管理され

る。機材の使用・運用・維持管理を行うスタッフは日々問題なく業務を行っており十分な知識・経験

を有している。番組課は番組の編成・構成を担当している。本事業で整備される番組ソフトの DVD

保管や放送記録の管理は、編成を行っている番組課番組班が行う。 

TVM は 1 チャンネルのみの放送である。放送時間の 8 割が自社番組、2 割が他社から持ち込みの

あった番組である（他社は番組を持ち込むことにより、その放送枠で得た広告収入の一部が支払われ

る仕組み）。フランス語での放送が約 3 割、それ以外はマダガスカル語での放送である。2005 年の

12 月の CFI による調査では、19 時前後の視聴率が最も高く、アンタナナリボにおいて 17％と算出し

ている。2018 年 4 月 30 日（月）から 1 週間のテレビ番組表を表-4 に示す。 

ほぼ、24 時間放送であり、放送内容は、ニュース番組が 2 割、討論系の番組が 2 割、娯楽番組が

2 割で、それ以外が映画・ドラマ、スポーツ、ドキュメンタリー、子供向け番組である 

図-1 監督機関（MCRI）組織図 
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図-2 実施機関（ORTM）組織図 
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表-4 週間番組表 

 

時 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日

05:00:00 MANA HO
FAMPAHEREZANA  [啓発]

05:03:00
HOTSAKOTSAKOINA [啓発]

05:03:00 HOTSAKOTSAKOINA
[啓発]

05:03:00 VENTSO:
HOTSAKOTSAKOINA [啓発]

05:03:00 HOTSAKOTSAKOINA
[啓発]

05:39:46 EMISSION FAFI  [時
事番組]

06:57:19 広告 [広告] 06:57:19 広告 [広告]

07:32:53 広告 [広告]

07:42:41 広告 [広告] 07:40:00 広告 [広告]
07:43:40 広告 [広告] 07:44:14 ANTSA +

VAVOLOMBELONA [文化]

08:29:14 広告 [広告]

07:47:38 PUB7H 40 [広告]

07:57:38 PETITES ANNONCES
[広告]

08:29:14 広告 [広告]

09:03:40 広告 [広告]
09:09:40 広告 [広告]

09:29:06 KOLO ART [ド
キュメンタリー ]

09:56:51 BA: LILIN-
DRAZA+HARENA
ECO+KAODALINA+SANTE
HEBDO+J'JEJO+VAIKA [複数]

10:19:24 VARIETES ATTENTE
DIRECT " FAMPIARAHAM-
PEO  [バラエティ]

10:44:17 広告 [広告]

10:57:19 広告 [広告] 10:57:49 SANTE
HEBDO+TOPY
MASO+J'JEJO+VAIKA+ART
MARO SEHO+TOLOTRA SY
TINADY+M'SEHATRA  [複数]

08:29:14 EMISSION
ISLAMIQUE  [文化]

07:48:21 RIPD: BRIGADE
FANTOME [映画]

07:44:58 広告 [広告]

07:30:00 広告 [広告]

07:33:40 KETRIKETRIKA [料
理]

07:43:40 COMPETITION
NATIONAL RFC [映画]

07:31:07 広告 [広告]

07:34:38 KETRIKETRIKA [料理]

07:47:38 TV MAHASOA [広告]

07:58:38 TOM ET
JERRY(GENTLEMAN'S) [アニ
メ]

07:43:56 広告 [広告]

07:32:56 KETRIKETRIKA
[料理]

07:30:00 広告 [広告] 07:30:00 広告 [広告]

07:32:57 広告 [広告]

07:34:25 KETRIKETRIKA [料理]

08:45:38 VAIKA [時事番組]

05:00:00 MANA
FAMPAHEREZANA [啓発]

05:00:00 MANA HO
FAMPAHEREZANA [啓発]

05:00:00 MANA HO
FAMPAHEREZANA [啓発]

05:05:07 HIRAM-BAVAKA  [音
楽]

05:03:50 HOTSAKOTSAKOINA
[啓発]

05:05:00 PROGRAMME
MATINAL +  BD BFV [美、
料理]

05:06:50 PROGRAMME
MATINAL [美、料理]

07:00:00 VAOVAOM-
PIANGONANA [ニュース]07:01:07 VAOVAO AN-TSARY

[ニュース]

06:56:47 広告 [広告]
06:57:14 広告 [広告]

07:00:00 VAOVAO AN-
TSARY [ニュース]

06:06:46 Fotoam-pivavahana
KRISTIANINA [文化]

6

07:00:00 VAOVAO AN-
TSARY [ニュース]

07:00:00 VAOVAO AN-TSARY
[ニュース]

07:00:00 VAOVAO AN-
TSARY [ニュース]

07:00:00 VAOVAO AN-TSARY
[ニュース]

05:05:10 PROGRAMME
MATINAL+BANDE DEFILANTE
BFV [美、料理]

05:05:00 PROGRAMME
MATINAL [料理、美]

05:05:00 PROGRAMME
MATINAL+BANDE
DEFILANTE BFV [美、料理]

05:06:00 PROGRAMME
MATINAL+BD BFV [美、料
理]

5

05:00:00 MANA
FAMPAHEREZANA [啓発]

05:00:00 MANA HO
FAMPAHEREZANA  [啓発]

05:00:00 MANA
FAMPAHEREZANA [啓発]

05:03:00
HOTSAKOTSAKOINA [啓発]

05:02:00 TSAKOTSAKONA
[啓発]

06:56:39 広告 [広告] 06:56:39 広告 [広告] 06:56:46 広告 [広告]

7

07:30:00 広告  [広告]

07:33:07 広告 [広告]

07:36:41 広告 [広告]

07:30:00 広告 [広告]

07:33:59 広告 [広告]

08:29:14 EMISSION
ISLAMIQUE  [文化]

09:24:06 OLOMPIRENENA
AHO [啓発]

09:20:24 KOLO ART [ドキュ
メンタリー]

09:36:32 OLOM-PIRENENA
AHO [啓発]

09:41:32 KOLO ART [ド
キュメンタリー]

07:55:41 広告 [広告]

07:42:41 KETRIKETRIKA [料
理]

07:57:06 RAYAN
REYNDDS: THE CAPTIVE
[映画]

09:48:06 SANTE HEBDO
[健康]

10:02:06 PR POLIO [保健]

09:53:24 ART MARO SEHO
[音楽]

09:27:24 TOLOTRA SY
TINADY+BANDE DEFILANTE
BFV [時事番組]

09:36:06 J’JEJO [ファッ
ション]

07:48:23 GREEN LANTERN
[映画]

07:37:24 THE VOICES [映画]

07:44:56 広告 [広告]

10:21:06 広告 [広告]

10:14:06 KOLO ART [ド
キュメンタリー]

10:24:37 DECO,CADO,MODE
[ドキュメンタリー ]

10:35:06 広告 [広告] 10:35:38 広告 [広告]

10:40:32 PARC
TSIMAZAZA+KOM'INONA+K
AODALINA+SANTE
HEBDO+JEJO+VAIKA [保健
等]

10:20:32 TV MOZIKA [音楽]

10:14:32 広告 [広告]

09:58:07 ZAHATANY [時事番
組]

10:09:06 TV MOZIKA [音楽]

10:19:24 DIRECT SENAT [国
会中継]

09:41:38 KIDS TIME [子供番組]

09:39:14 PRAISE LIVE [音楽]

10:07:38 ANDAPIHAZO  [音楽]

10:09:29  ILAY FITIAVANA
MANDRESY (ADVENTISTE)
[宗教]

10:22:38 TAMBERINA SY
TADIDY  [時事番組]

09:36:23 KOLO ART +BANDE
DEFILANTE BFV [ドキュメン
タリー]

09:43:23 ANDAO FANTARINA
[トーク番組]

09:48:32 AKORAN'NY
TONTOLO [時事番組]

09:11:08 HARENA ECO +
BD BFV [時事番組]

09:11:38 KIANJA  [スポーツ]
09:14:14 EKAR   [文化]

10:27:21 TV MOZIKA [音楽]

10:44:17 CLIP : JERRY
MARCOSS HO
TANTERAKA+ONJA Andeso
zao+FLASH -B "FOSY
JOKERA" [プロモーション
ビデオ]

10:56:20 広告 [広告] 10:56:49 広告 [広告] 10:56:39 広告 [広告]

10:42:06 CLIPS: JERRY
MARCOSS HO
TANTERAKA+ONJA"ANDE
SO ZAHO"+IANJA"WELLA"
[プロモーションビデオ ]

10:43:24 CLIPS : JERRY
MARCOSS HO
TANTERAKA+ONJA ANDESO
ZAHO+FLASH B FOSY
JOKERA+ IANJA "WELLA" [プ
ロモーションビデオ ]

10:40:37 CLIPS : "+J.M"HO
TANTERAKA"+ONJA+FLASH
B+IANJA WELLA [プロモー
ションビデオ]

10:56:32 広告 [広告]

10:44:32 CLIPS :JERRY
MARCOSS HO
TANTERAKA+ONJA
ANDESO ZAHO+ IANJA
WELLA [プロモーションビ
デオ]

10:42:38 CLIP:JERRY
MARCOSSE"HO
TANTERAKA"+ONJA"ANDESO
ZAHO"+ IANJA WELLA  [プロ
モーションビデオ]

10:54:38 広告 [広告]

10:41:50 LES MIRACLES DE
JESUS [アニメ]

10:38:29 広告 [広告]

8

9

10
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時 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日

11:00:00 INFOS EN
IMAGES [情報]

11:00:00 INFO EN IMAGES
[情報]

11:00:00 INFOS EN
IMAGES [情報]

11:00:00 INFOS EN IMAGES
[情報]

11:00:00 INFO EN IMAGES
[情報]

11:00:04 INFOS EN IMAGES
[情報]

11:13:00 広告 [広告] 11:13:04 広告 [広告]

11:43:42 広告 [広告]
11:45:10 広告 [広告]

11:47:38 広告 [広告]

11:49:30 広告 [広告]

11:52:36 広告 [広告]
11:53:36 MIDI MANIFIK  [リア
リティ番組]

11:54:18 MIDI MANIFIK  [リア
リティ番組]

11:54:14 広告 [広告]

12:58:12 広告 [広告]
13:00:00 VAOVAOM-
PARITRA  [ニュース]

13:00:00 VAOVAOM-PARITRA
[ニュース]

13:00:00 VAOVAOM-
PARITRA [ニュース]

13:00:01 VAOVAOM-PARITRA
[ニュース]

13:00:00 VAOVAOM-
PARITRA  [ニュース]

13:00:00 VAOVAOM-PARITRA
[ニュース]

13:00:00 VAOVAO AN-TSARY
(SONGADINA)  [ニュース]

13:50:00 広告 [広告] 13:50:01 広告 [広告] 13:50:00 広告 [広告] 13:50:00 広告 [広告]

13:53:00 広告 [広告] 13:53:00 広告 [広告]

14:02:14 広告 [広告]

14:05:38 広告 [広告]

14:07:00 ZOVY  [時事番組]

15:34:32 PARC
TSIMAZAZA+KOM'INONA+K
AODALINA+SANTE
HEBDO+JEJO+VAIKA [保健
等]

15:38:32 FINOANA SILAMO
[宗教]
15:53:32 広告 [広告]

15:57:54 DIRECT
CEREMONIE D'OUVERTURE
DE LA 1ere SESSION
ORDINAIRE DE
L'ASSEMBLEE NATIONALE
[国会中継]

15:57:54 広告 [広告]
15:58:35 広告 [広告] 15:58:54 広告 [広告]
16:00:00 INFOS  IMAGES
[情報]

16:00:00 INFO EN IMAGES
[情報]

16:00:00 INFOS EN
IMAGES [情報]

16:00:11 INFOS EN IMAGES
[情報]

16:00:00 INFO EN IMAGES
[情報]

16:00:00 INFOS EN IMAGES
[情報]

16:13:00 広告 [広告] 16:13:11 広告 [広告]

16:14:00 KIDS
TIME+MIATRIKA+HARENA
ECO [子供番組]

16:27:30 広告 [広告]

16:41:55 KIDS
TIME+MIATRIKA+HARENA
ECO [子供番組]

16:43:00 KIDS TIME [子供番
組]

16:47:01 広告 [広告]

16:55:30 広告 [広告]

17:15:00 HARENA
ECO+KAODALINA+SANTE
HEBDO+J'JEJO+VAIKA [時
事、保健等]

17:32:00 広告 [広告]

17:52:00 広告 [広告]

17:01:32 ART MARO SEHO [音
楽]

17:27:32 広告 [広告]

17:04:08 PARC TSIMBAZAZA
[時事番組]

17:19:08 CRASH CANION [アニ
メ]

17:31:45 E-SEE MAGAZINE [時
事番組]

17:44:35 FLEUR CARAIBE
[ドラマ]

17:39:16 FLEUR CARAIBE [ド
ラマ]

17:41:00 TIVI BUSINESS [テレ
ビショッピング ]

17:48:00 TIVI BUSINESS [テ
レビショッピング]

17:43:00 KOLO ART [ド
キュメンタリー]

17:32:00 TIVI BUSINESS [テ
レビショッピング ]

17:47:00 MAD'MASO [報道
番組]

17:56:20 天気 [天気]

17:59:20 FLEUR CARAIBE

17:40:00 広告 [広告]

17:20:00 TIVI BUSINESS [テ
レビショッピング ]

17:36:00 広告 [広告]

17:00:00 EMISSION
FARITRA:TOAMASINA [時
事番組]

17:00:00 EMISSION
FARITRA:TOLIARY [時事番組]

17:13:00 KOLO ART [ドキュ
メンタリー]

17:13:00 VONONA [時事番
組]

12:53:36 広告 [広告]

11:13:00 広告 [広告]
11:19:04 VAZO JAM  [音楽]

11:24:50 COVER [音楽]

11:45:10 VAHATRA [教育]

17:18:00 MIATRIKA [時事番組]

16:13:00 PR POLIO [保健]

15:27:00 M'SEHATRA [時事
番組]

16:13:00 KOM'INONA [時事
番組]

16:14:39 TV MOZIKA [音楽]

16:13:00 TORAK'HEHY  [バラ
エティ]

14:03:10 MARI ET FEMME(
EP21,EP 22) + BD BFV [映
画]14:05:00 COMPETITION

NATIONAL RFC+BD BFV
[映画]

14:04:14 03
MAI+TANINKETSA+KIDS
TIME+LILINDRAZA+MIATRIKA
+HARENA ECO [子供番組]

14:05:38 COMPETITION
NATIONAL RFC+ BANDE
DEFILANTE BFV [映画]

15:25:38 海外バラエティ
[海外バラエティ]

14:07:54 THE FIGHTER
+BANDE DEFILANTE BFV [映
画]

15:55:38 KIDS TIME [子供番
組]

16:15:55 TANINKETSA [時
事番組]

16:13:00 TAMBERINA SY
TADIDY [時事番組]

16:26:00 JUSTE POUR RIRE
[バラエティ]

16:45:23 広告 [広告]

17:23:00 KOLO ART  [ド
キュメンタリー]

17:30:00 KIDS TIME [子供番
組]

10:41:50 LES MIRACLES DE
JESUS [アニメ]

11:23:00 VAZO JAM  [音楽]

11:35:54 MIATRIKA [時事番組]

11:47:34 広告 [広告]

11:45:34 PARC
TSIMAZAZA+KOM'INONA+K

11:21:00 VAZO JAM  [音楽]
11:19:00 広告 [広告]

11:13:00 広告 [広告]

13:52:14 広告 [広告]
13:50:00 広告 [広告]

13:55:30 広告 [広告]

14:01:30 FLEUR CARAIBE [ド
ラマ]

14:03:14 SANTE
HEBDO+TOPY
MASO+J'JEJO+VAIKA+ART
MARO SEHO+TOLOTRA SY
TINADY+M'SEHATRA  [保健等]

14:20:00 PALACE POUR
CHIEN [映画] 14:27:30 LIVE SPORT [スポー

ツ]

11:58:12 MIDI MANIFIK  [リ
アリティ番組]

11:49:15 VAHATRA  [教育]

11:53:15 広告 [広告]

12:54:18 広告 [広告]

13:52:19 広告 [広告]
13:50:00 RA MANDRIAKA [啓
発]

13:50:00 RA MANDRIAKA
[啓発]

12:57:04 広告 [広告]

11:57:04 MIDI MA'NIFIK [リ
アリティ番組]

13:55:09 広告 [広告]13:55:14 広告 [広告]

14:02:19 KIDS TIME [子供番
組]

14:01:09 TSENAN-
KEVITRA+ KIDS
TIME+MIATRIKA+HARENA
ECO [子供番組]

11:50:36 広告 [広告]

11:48:54 広告 [広告]
11:49:02 VAHATRA [教育]

11:47:38 広告 [広告]

11:13:00 広告 [広告]

11:50:23 広告 [広告]

11:54:02 広告 [広告]

11:54:14 MIDI MA'NIFIK [リア
リティ番組]

12:54:14 広告 [広告]

11:57:51 MIDI M 'ANIFIK [リ
アリティ番組]

12:57:51 広告 [広告]

13:52:11 広告 [広告] 13:52:10 広告 [広告]

11:46:10 BA KIDS
TIME+MIATRIKA+HARENA
ECO [子供番組]

11:43:30 VAHATRA [教育]

11:23:00 VAZO JAM   [音楽]

11:25:00 VAZO JAM [音楽]

11:13:00 広告 [広告]

11:21:00 広告 [広告]

11:27:00 VAZO JAM  [音楽]

11:49:03 広告 [広告]

11:52:59 VAHATRA [教育]

11:54:55 広告 [広告]

11:58:44 TANY SY LANITRA
[アニメ]

12:57:44 広告 [広告]

15:34:11 LILIN-DRAZA [時事番
組]

15:55:00 PARC
TSIMAZAZA+KOM'INONA+K
AODALINA+SANTE
HEBDO+JEJO+VAIKA [保健
等]

16:21:00 CRASH CANION
[アニメ]

16:43:57 広告 [広告]

16:41:40 LILIN-
DRAZA+HARENA
ECO+KAODALINA+SANTE
HEBDO+J'JEJO+VAIKA [保健
等]

16:44:40 広告 [広告]

16:53:27 広告 [広告]

16:39:00 PARC
TSIMAZAZA+KAODALINA+
SANTE
HEBDO+JEJO+VAIKA [保健
等]
16:43:04 広告 [広告]

16:53:26 広告 [広告]

16:39:01 広告 [広告]
16:31:32 ZARAIKO [音楽]

16:51:08 EMISSION FARITRA :
MAHAJANGA [時事番組]

17:00:00 EMISSION
FARITRA:FIANARATSOA
[時事番組]

17:00:00 EMISSION
FARITRA:ANTSIRANANA  [時
事番組]

17:00:00 EMISSION
FARITRA: ANTANANARIVO
[時事番組]

16:53:23 広告 [広告]

16:44:02 広告 [広告]

16:53:02 広告 [広告]

13:59:11 BRICE DE NICE +
BANDE DEFILANTE BFV [映
画]

13:59:10 PARC
TSIMAZAZA+KOM'INONA+K
AODALINA+SANTE
HEBDO+JEJO+VAIKA [保健
等]

11

12

13

14

15

16

17

17:57:00 広告 [広告]

17:13:00 MAD'MASO  [時事
番組]

17:18:00 KOLO ART [ド
キュメンタリー ]

17:25:00 TIVI BUSINESS [テ
レビショッピング ]

17:31:00 KOLO ART [ドキュメ
ンタリー]

17:38:00 HARENA
ECO+KAODALINA+SANTE
HEBDO+J'JEJO+VAIKA [保健
等]

17:26:00 NINJA A LOUER
[アニメ]

17:38:00 MAD'MASO [時事
番組]

17:13:00 PARC
TSIMBAZAZA [時事番組]
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時 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日

21:38:56 広告 [広告]
21:38:56 HIRA ATTENTE
DIRECT FOOT [スポーツ]

21:50:57 広告 [広告]

21:52:00 広告 [広告]

22:00:00 DIRECT FOOT
CAF [スポーツ]

22:00:00 PENDANT MI-
TEMPS:
zaho+Passengers+Ed
sheeran+Rihanna+Jason
Derulo [プロモーションビ
デオ]

22:03:37 広告 [広告]
22:03:37 TSANAN-
KEVITRA+TANINKETSA+KIDS
TIME+LILINDRAZA+MIATRIKA
+HARENA ECO [子供番組]

22:27:00 広告 [広告]

23:30:00 CLIPS
ETRANGERES N°13/18:
Britney spears+bruno
Mars+French Montana+John
legend+Jonas
Blue+Pink+Rihanna+Sopran
o [プロモーションビデオ ]

00:33:02 広告 [広告]

01:05:11 VAOVAO
ANTSARY+JOURNAL
TELEVISE [ニュース]

01:25:00 広告 [広告]

01:50:00 広告 [広告]

01:57:00 広告[広告]

02:05:57 広告 [広告]

02:25:00 KOLO ART [ド
キュメンタリー]

02:32:06 VIRGULE TVM [時
事番組]

02:51:11 VAZOJAM [音楽]

03:23:28 VIRGULE TVM [時
事番組]

03:58:06 VIRGULE TVM [時
事番組]

04:07:12 VIRGULE TVM [時事
番組]

04:13:08 VAZO JAM [音楽]

04:30:08 VIRGULE TVM [時事
番組]

04:34:00 VIRGULE TVM [時事
番組]

04:34:00 SANTE HEBDO [健康]

00:00:57 VAOVAO AN-
TSARY+JOURNAL
TELEVISE [ニュース]

00:55:57 VAOVAOM-
MPARITRA [ニュース]

20:50:57 KIANJA [スポーツ] 20:39:56 M'SEHATRA : LIONEL
RICHIE [音楽]

00:57:00 VAOVAOM-
PARITRA [ニュース]

01:47:00 広告 [広告]

01:42:00 広告 [広告]

00:42:00 VAOVAOM-PARITRA
[ニュース]

00:25:00 VAOVAOM-
PARITRA [ニュース]

02:00:11 VAOVAOM-PARITRA
[ニュース]

00:40:56 DIPLOMATE [映画]

23:45:04 COMPETITION
NATIONALE RFC [映画]

23:30:00 VAOVAO AN-
TSARY + JOURNAL
TELEVISE [ニュース]

23:47:00 VAOVAO AN-TSARY+
JOURNAL TELEVISE [ニュー
ス]

22:27:00 COMPETITION
NATIONAL RFC [映画]

21:50:57 IRON MAN 3 [映
画]

23:30:00 VIVRE DAND LE
LUXE: Est-CE UNE
CHANCE  [ドキュメンタ
リー]

23:57:00 VAOVAO AN-
TSARY+JOURNAL
TELEVISE [ニュース]

21:45:00 DIRECT
CHAMPION'S LEAGUE
ROME#LIVERPOOL [ス
ポーツ]

21:52:00 CLIPS
ETRANGERES N°102:
Calvin Haris+Clean
Bandit+Diamond
platinumz+Jason
derulo+L'artiste+Pitbull [プロ
モーションビデオ]

20:52:00 KAO-DALINA [討
論]

20:52:00 HARENA ECO [時事20:45:56 MARRAKECHE
OU LA FOLIE DE
GRANDEUR [ドキュメンタ
リー]

21:51:24 PUB 21H45 [広告]

21:25:24 VAIKA [時事番組]

21:10:24 MAD'MASO [時事番
組]21:18:00 EMISSIO [時事番組]

21:31:00 KITRA [スポーツ]

01:51:28 POUR ELLE [映画]

00:34:08 AVENTURE DE
MEDECIN AUTOPSIE D'UN
CRIME [ドキュメンタリー ]

00:23:02 広告 [広告]

23:50:56 VAOVAO AN-TSARY
+ JOURNAL TELEVISE [ニュー
ス]

23:28:02 VAOVAO AN-
TSARY+JOURNAL [ニュース]

22:07:37 COMPETITION
NATIONAL RFC [映画] 22:13:56 LES SEIGNEURS [映

画]

22:00:00 L'HOMME DE
CHEVET [映画]

21:57:00 FOOT HIGHLIGHT  [ス
ポーツ]

21:54:54 1ER LIGUE
D'ANGLETERRE: SWAN #
CHELSEA [スポーツ]

20:54:37 UN MONDE SANS
TRAVAIL [ドキュメンタリー ]

01:58:00 VAZO JAM [音楽]

02:23:08 THE FAMILY [映画]

02:34:06 LA VEANGEANCE
DE GINA [映画]

02:07:22 VAZO JAM [音楽]

01:55:57 広告 [広告]

03:16:11 THE HOUSE AT THE
END OF TIME [映画]

03:57:28
MAISON,PISCINES,FAIRE SOI-
MEME POUR PAYER MOINS
CHERS  [時事番組]

04:07:12 J'JEJO [ファッショ
ン]

02:04:56 RELATOS SALVAJES
[映画]

02:50:11 広告 [広告]

01:51:28 CE QUE PENSENT
LES LES HOMMES [映画]

04:30:08 VAIKA [時事番組]

04:00:06 KAO-DALINA [討
論]

02:24:00 LE PIANISTE [映
画]

04:34:28 VAZO JAM [音楽]

03:23:28 QUAND
L'HERITAGE VIVRE AU
CAUCHEMAR [ドキュメン
タリー]

2

3

4

01:26:28 VAZO JAM [音楽]

21

22

23

0

1
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2-1-2 財政・予算 

TVM は単独の予算書、決算書は作成しておらず、ORTM の会計室が、マダガスカル国営ラジオ

局（RNM:Radio National Malagasy）等の他の部局と併せて作成している。また、地方放送局は ORTM

には属しておらず、MRCI の直轄であることから、地方局が TVM で放送するための素材撮影や取材

活動に ORTM の予算を使用することはなく、地方局から映像や番組を TVM に送るための手段の確

保（送信機材の整備）のみ ORTM の予算から捻出されている。 

ORTM の収支を表-5 に示す。年間支出は 40～50 百万円である。但し、その中に含まれている人

件費は特殊技術者等の期限付き職員の分であり、公務員の給料は含まれておらず、それらは別途国家

から支払われている（公務員の割合は 50%）。年間約 7 百万円（収入の 2～3 割）の補助金を受けて

いるが、収入の 7～8 割は広告、放映権等使用料、他局への通信設備提供料等で賄っている。なお、

上述の ORTM 年間予算の内、20％程度が TVM に割り当てられている。 

機材購入や維持管理にかかる予算としては、資産購入費のうち、一般資機材購入費、維持管理費、

投資支出枠のネットワーク設置費、機材費、車両購入費等である。2017 年度の支出実績で、それら

の合計金額は約 185 百万アリアリ（6 百万円）、2016 年度は約 215 百万アリアリ（7 百万円）である。

本事業で整備する機材については、国外での修理を想定する場合は年間の維持管理費は最大で 3 百

万円程度と試算されるが、既存機材の修理を国内または自社で行っており、本事業整備機材について

も同様の対応が一定程度可能である。そのため、実際の維持管理費は、上述の国外修理を想定した場

合に比べ、縮減が可能である。また、現状では番組の質に問題がありスポンサーがつかない放送枠が

あるところ、本事業の実施により質の高い番組の制作・放送が可能となり、その結果スポンサーを獲

得し広告収入が増えることが見込まれており、それを維持管理費の財源とすることも計画されてい

る。 

収支バランスとしては、2016 年度は赤字、2017 年度は黒字の実績となっており、2018 年度は 10

万円程度の黒字予算をたてている。 

現在、本予算とは別に、上位機関がデジタル放送移行を視野に入れた公共投資プログラムを実施

しており、①スタジオ改修、②機材購入（事務用コンピュータ、家具、車両、情報回線）、③テレビ

及びラジオ放送網整備からなる約 120 億円（2016-2020 年）の投資計画が示されている。2017 年度に

1,500 百万アリアリ（約 50 百万円）、2018 年度に 1,000 百万アリアリ（約 33 百万円）が配賦されて

おり、計画額には及ばないものの、近々同予算で取材用カメラを 4 台購入する計画であり、同プログ

ラムの推進に向けた取り組みが進められている。 
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表-5 ORTM 収支 
（単位：アリアリ） 

 
換算レート：1 アリアリ=0.033 円 

 
 
2-1-3 技術水準 

撮影にあたっては、チームを編成し、適宜ローテーションを行い、人員の技術向上に努めている。

チーム体制は、①スタジオチーム（カメラマン 1 名×2 チーム）②ニュースチーム（カメラマン 8 名）、

③番組制作チーム（大規模撮影：カメラマン 4 名×1 チーム、小規模撮影：カメラマン 1 名×2 チーム）

である。外部への取材の際は、②ニュースチーム 8 名のカメラマンは 8 チームに分かれ、カメラマン

１名およびジャーナリスト 1 名で取材を行う。③番組制作チームの大規模撮影はカメラマン 4 名、指

揮者、必要なエンジニア、ロジ担当等を含む 15 人ほどのチームで構成され、国会、スポーツ中継を

会計年度 2016 2017 2018

実績 実績 予算

収入 1,006,232,714 1,651,077,561 2,379,000,000

国家補助金 208,000,000 221,789,930 441,000,000

その他収入 798,232,714 1,429,287,631 1,938,000,000

サービス提供 794,210,985 1,429,251,631 1,648,000,000

総局 権利使用料等 255,388,756 1,423,597,998 340,000,000

TVM 広告料等 320,578,211 293,633 1,090,000,000

RNM 広告料等 125,244,019 1,360,000 120,000,000

技術インフラ局 機器、場所使用料等 93,000,000 4,000,000 98,000,000

上記以外の収入 4,021,729 36,000 290,000,000

支出 1,246,951,340 1,380,219,103 2,375,800,000

人件費 614,040,776 651,254,614 818,500,000

国家公務員を除く人件費 585,076,776 621,865,114 694,417,944

手当 0 29,389,500 32,760,000

社会保険料 28,964,000 0 91,322,056

資産購入費 572,138,021 689,039,871 1,248,800,000

一般資機材購入費 家具、消耗品等 24,816,924 87,193,190 121,000,000

燃料費 150,000,000 280,000,000 270,000,000

維持管理費 建物、機材 157,344,400 97,695,000 259,000,000

広報費 15,378,951 174,886 33,000,000

移動費 38,159,000 23,412,000 78,000,000

出張手当 102,135,000 118,736,000 175,000,000

通信費 77,567,669 80,378,795 206,300,000

レンタル費 0 0 15,000,000

その他 研修、研究費等 6,736,077 1,450,000 91,500,000

税金 15,145,000 4,800,000 5,000,000

著作権使用料 13,260,543 35,124,618 121,000,000

銀行手数料等 0 0 30,500,000

投資支出 ネットワーク設置費 0 0 7,000,000

機材費 32,367,000 0 105,000,000

車両購入費 0 0 40,000,000

-240,718,626 270,858,458 3,200,000

-7,943,715 8,938,329 105,600

収支バランス

収支バランス（円換算）
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行う。小規模撮影はカメラマン 1 名につきジャーナリスト 1 名、音声担当 1 名が同行し、計 3 名で行

う。現在、保有カメラ台数が限られていることもあり、別のチームにカメラを融通するため取材に必

要な時間を十分確保できず帰社せざるを得ない等、質的量的に十分な素材を確保できず番組制作に

不都合が発生しているが（例：カメラを使用できる時間が限られているため、狙った映像を撮影でき

なくても帰社せざるを得ない。）、近々MCRI 投資予算による小規模屋外撮影用カメラの 4 台の新規購

入が予定されており、不足分を補完できるものと思われる。チーム編成により、カメラマン同士の互

いの技術の高めあいもあり、整備機材の使用に関しては問題ないと思われる。 

ミキサーやスイッチャーについては、現有機材もあり、基本的な使用方法に関する知識はあるも

のの、老朽化しており簡単な機能しかない機材である。現在販売されている機材は、性能が高く多機

能なものとなっていることから、その機能を最大限活用するため、初期操作指導でのトレーニングを

充実させる。 

照明機材については、高い技術力を要するものではない。現在、光量の調節ができない投光器を

使用している。本事業で、光量を調節できる照明器具を整備するものの、その操作方法は単純であり、

特段問題はないと考える。 

編集にあたっては、機材が古くそのスピードが遅いものの、AdobeC5 を使った編集を行っており、

編集技術は十分ある。 

テレビ番組は、入手日時台帳および放送日時台帳により管理されている。外部から提供があった

番組については、DVD のケースに直接油性ペンで記録し、放送回数が一目でわかるようにしている。

但し、2009 年以前の番組については、暴動により、被害を受け、一切の記録や資料がない。2010 年

度に国際交流基金が整備したテレビ番組ソフトについても、混沌とした時期の提供であったため、そ

の資料や記録が残されておらず、当時の担当者も亡くなっているため、MTV 側で放送状況を追跡す

ることが難しい状況である。 

一方、近年日本政府より Japan Video Topics の番組が提供されているが、放送記録が管理されてお

り、2017 年 7 月から 12 月にかけて日曜日の 17 時 30 分から 18 時 30 分の E-SEE MAGAZINE として

放送された。コンテンツに対する TVM 関係者の評判も上々とのことであり、日本の番組の受け入れ

や番組管理に問題はないものと思われる。 
維持管理については、TVM の技術課長が責任者となり、自社修理や国内での修理を常時行ってい

る。また、国外で修理する必要が生じた場合に備え、必要な予算を確保することを約束している。整

備する機材は、TVM にとって経験のない機材ではなく、現有機材のアップグレードであるため、機

材維持に必要な知識・経験を十分に有し、技術面の問題はないと考えられる。 
維持管理者を表-6 に示す。 
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表-6 機材使用者、維持管理者リスト 

＜番組制作機材＞ 

 

＜番組ソフト＞ 
氏名 部署 役割 

Landivola Sophie RAHARINIAINA 番組班 番組班長 
Hanta  RANDRIANARISOA 番組班 テレビ番組受領、ビューワー確認 
Natacha RANDRIANARISON 番組班  テレビ番組受領、ビューワー確認 
Hoby RAZANAJATOVO 番組班 番組編成 
Noeltine  HORAHAKO 番組班 番組編成 
Isidore  RABENDRAZAFY 番組班 番組編成 
Faly  RAFEHIVOLA 番組班 番組編成 
Marie  RADONARISOA 番組班 番組編成 
Mampionona  RANDRIANASOLO 番組班 番組編成 
Tiavina  RATOVOHERY 番組班 番組編成 

   

 

2-1-4 既存施設・機材 

(1) 既存施設 

TVMは映像制作、編集等の機能は本館ビルに集約されている。4階に小規模な生放送用スタジオが

１室あり、その中にニュース撮影用セットおよびスポーツ番組撮影用セットがある。また、5階に動

所属 番号 氏名 使用者
維持管
理者

経験
年数

専門分野
資格/
トレーニング

担当機材

放送班 1 Vonjimalala Landy  RATSIMBAZAFY X X 20 スイッチャー及び放送用PC
2 Julie Flavienne  RAVAOZANAJATO X 20 スイッチャー及び放送用PC
3 Eugène Paul  RAZANAKARIVO X 15 スイッチャー及び放送用PC
4 Hery Haja  RASOLOMBELONIAINA X X 22 音響機材

5 Aina  RABARY X 5 音響機材

6 Sata  RAMAMONJIARISOA X X 音響機材

7 Willy MARYEL  ANDRIAMPITO X X 音響機材

オーディオ・ 8 Niriniaina Rémi   RAKOTOFIRINGA X 全機材

ビジュアル機材 9 Georges  RAJAONARISOLO X 10 全機材

維持管理班 10 Honoré  RASOLONJATOVO X X 27 電気 メンテナンス 全機材

移動ビデオ班 11 Ratefiheritiana  RAZAFINDRAKOTO X X 7 産業コンピュー
ティング

技術部長/
エンジニア

カメラ

および 12 Tantely  ANDRIAMBELO X マルチメディア カメラ

スタジオ班 13 Rodriguez  ZAFIMAHALY X マルチメディア カメラ

14 Herinirina  RASOLOHARIJAONA X マルチメディア カメラ

15 Sylvain  ANDRIANTAHINA X マルチメディア カメラ

16 Ny Aina  RAKOTONOMENJANAHARY X マルチメディア カメラ

17 Safidy  ANDRIAMAMPIATONA X マルチメディア カメラ

18 Andriamiahantasoa  RABESAOTRA X マルチメディア カメラ

19 Joëlson  RANDRIAMPARANY X カメラ

20 Maminiaina Christian  RAVOAVISON X マルチメディア カメラ

21 Faniry  ANDRIANOMENJANAHARY X マルチメディア カメラ

22 Andriamihajarivo  RAZAFINIMPIASA X マルチメディア カメラ

23 Helinaivo Jacki  RAKOTOMANGA X マルチメディア カメラ

24 Jean Paul  TSITALY X マルチメディア カメラ

25 Faniry  RANDRIAMANANA X マルチメディア カメラ

26 Cédric  RAZAFINDRAKOTO X マルチメディア カメラ

27 Andry  RAJAONARIVAO X マルチメディア カメラ

28 Fenosoa  RANDRIAMALALA X マルチメディア カメラ

29 Stephane  BEARISOAMANDIMBISOA X マルチメディア カメラ

情報機材 30 James Bond  RAZFIMANDIMBY X X 4 電気 メンテナンス 全IT機器

維持管理班 31 Thierry Mario  RALAIMANISA X X 7 マルチメディア メンテナンス 全IT機器

32 Antoine Naina  RAKOTONDRAFARA X X 7 マルチメディア メンテナンス 全IT機器

33 Naina  RABEMAHERILAFY X 7 マルチメディア メンテナンス 全IT機器

編集班 34 Nivo  ALEXANDRINE X X 17 マルチメディア 制作編集者 ビデオ編集PC

35 Angèle  RAVELOMANANA X 24 マルチメディア 制作編集者 ビデオ編集PC

36 Erica Domoina   RAHARIMAMONJY X 5 マルチメディア ニュース編集 ビデオ編集PC

37 Lantosoa  RANDRIANIRINA X 5 マルチメディア ニュース編集 ビデオ編集PC

38 Nadine Léa  RAZOANARIMALALA X 5 マルチメディア ニュース編集 ビデオ編集PC

39 Faniry  RASATA X 12 マルチメディア ニュース編集 ビデオ編集PC

40 Andriamparany  RAMANATSIALONINA X 17 マルチメディア ニュース編集 ビデオ編集PC

41 Tsiferana  RAJAONARIMANANA X 6 マルチメディア ニュース編集 ビデオ編集PC

42 Harisaina  LAIMAMONJY X 6 マルチメディア ニュース編集 ビデオ編集PC

43 Tojonirina  ANDRIAINA X 6 マルチメディア ニュース編集 ビデオ編集PC
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画とアナウンサー映像の合成用にごく小規模なスタジオが1室ある。しかしながら、本館ビルは本来

事務業務用のビルであり、スタジオ用に設計されておらず、高さ、広さ、壁等が理想のスタジオとす

るに最適とは言いがたい。そのため、現在、比較的広いスペースが確保できる１階を改築し、スタジ

オを2室、6台分のビデオ編集ブースを建築しており、2018年11月から使用開始する予定である。しか

しながら、そこで使用する機材については、新たに購入する計画はなく、既存の老朽化した機材を移

設するのみである。 
TVMには本館に隣接する平屋の別館がある。かつてスタジオとして使用していた建物であるが、

2009年に暴動が起きた際、被害を受け、かつてのスタジオスペースは、現在まで放置されたままであ

る。天井も高く、本館よりもスタジオとしては理想的な環境であるところ、TVMは将来的にはそこを

改築してスタジオとしたいと考えている。TVMは現在進行中の公共投資プログラムの予算を活用し、

別館のスタジオスペースを改修し、そこに本案件で調達するスタジオ撮影機材を設置するとのこと

である。改修費用は1,700万～5,000万円といわれており、予算確保の目途が立ったとの一報が実施機

関から寄せられたものの、万が一、機材到着までに改修が完了しない場合は、2018年10月に完成する

移設した本館1階のスタジオに設置することとする。 
なお、別館のスタジオスペース改修に際し、設計から、入札、工事完了まで、1年を見込む必要が

ある。 
 

(2) 既存機材 

TVM は、2009 年のクーデター時に焼き討ちを受けて多くの機材を焼失した。その後自身の予算で

徐々に機材を整備してきたものの、いまだ基本的放送局としての機能を整備しきれないでいる。番組

制作を行うために欠かせないカメラ、映像スイッチャー、音声ミキサーは存在するものの老朽化した

機材が多く今後の継続使用に不安が残る。またアナログ機材も使用しているため地上デジタル放送

化が行われても映像画質は悪いままである。さらにディレクターからカメラマンへの指示を行うた

めの機材を持ち合わせておらず、カメラ三脚はテレビスタジオで良く使われる移動が出来るペデス

タルがなく、固定した位置からのみ撮影可能で効果的な撮影が出来ていない、時計は一般用のものを

用いているので正確な時間管理ができず数十秒程度の遅れが発生している、複数カメラで撮影する

も色彩や明るさをコントロールする機材が無いためカメラ各々の映像にばらつきが生じている、プ

ロンプターが無いため机上の台本を読むアナウンサーは伏し目がちとなってしまう、など多くの問

題を抱えている。さらにビデオ編集 PC は購入から 7 年が経過し性能が劣化している。 
TVMが現在所有する機材の現況を表-7に示す。 
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表-7 既存機材リスト 

2-2 環境社会配慮及びグローバルイシューとの関連 

2-2-1 環境社会配慮 

特になし。 

2-2-2 その他（グローバルイシューとの関連） 

特になし。 

状態 A:使用可、B:一部問題あるも使用可、C:使用不可

No 機材名 数量 購入年 メーカー モデル/仕様 使用頻度 設置場所 状態

1 ビデオスイッチャー 1 2014 パナソニック MX-100 毎日 副調整室 B

2 ビデオスイッチャー 1 2010 Data Video SE-500 毎日 副調整室 A

3 ビデオスイッチャー 1 2010 Data Video SE-500 75回/年 機材管理室 A

4 音声ミキサー 1 2013 ヤマハ MG-206 毎日 副調整室 A

5 モニターディスプレイ 1 2013 シャープ 52" 毎日 副調整室 B

6 モニターディスプレイ 2 2013 Prolink 24" 毎日 副調整室 C

7 モニターディスプレイ 2 2013 LG 24" 毎日 副調整室 A

8 モニターディスプレイ 2 2013 LG 24" 毎日 副調整室 A

9 音声スピーカー 1 2009 毎日 副調整室 A

10 信号変換器 1 2014 Burst Electronics DV-1 SDI→アナログ 毎日 副調整室 A

11 放送用PC 2 2016 ASUS Core I7 -6700 cpu 毎日 副調整室 A

12 放送用PC 1 2013 GIGABITE Core i5 3470 CPU 毎日 副調整室 A

13 NEGカメラ 1 2015 ソニー XDCAM 70 毎日 機材管理室 B

14 NEGカメラ 3 2017 ソニー HXR-MC2500 毎日 機材管理室 A

15 NEGカメラ 2 Panasonic AG-AC8EJ 毎日 機材管理室 A

16 NEGカメラ 1 Canon XF305 毎日 機材管理室 A

17 NEGカメラ 1 2005 Panasonic DVC Pro AJ-D700E 毎日 機材管理室 A

18 NEGカメラ 1 JVC GY-HM70E 毎日 機材管理室 A

19 NEGカメラ 1 Sony DV CAM 機材管理室 C

20 制作カメラ 1 2010 ソニー DSR 250 機材管理室 C

21 制作カメラ 1 2010 ソニー VX 2000 毎日 ニューススタジオ B

22 制作カメラ 1 2013 ソニー XDCAM PXW-X160 毎日 ニューススタジオ A

23 三脚 2 2013 LIBEC 毎日 ニューススタジオ B

24 三脚 2 2013 CARTONI 毎日 機材管理室 B

25 三脚 2 2013 VINTEN 毎日 機材管理室 B

26 一脚 1 2013 Manfrotto XPRO MVH 500 AH 毎日 機材管理室 A

27 一脚 2 2013 Manfrotto 680 B 毎日 機材管理室 A

28 カラオケ用アンプ 1 2010 TELI AK 206 75回/年 機材管理室 A

29 DVD/HDD レコーダー 1 2013 LG RH 399H 75回/年 機材管理室 B

30 音声マイク 3 2014 TAKSTAR PCM-5510 / 5520 75回/年 機材管理室 A

31 マイクロフォン 1 2010 RODE NTG 2 75回/年 機材管理室 A

32 モニターディスプレイ 1 2010 Changhong 19" 機材管理室 A

33 モニターディスプレイ 1 2014 LG 19" 機材管理室 A

34 モニターディスプレイ 1 2010 Philips 19" 機材管理室 A

35 ヘッドホン 2 2014 ソニー 75回/年 機材管理室 A

36 ビデオ編集PC 4 2010 GIGABYTE Dual core 毎日 ビデオ編集室 A

37 ビデオ編集PC 1 2013 GIGABYTE Core i3 毎日 ビデオ編集室 A

38 UPS 1 2013 Legrand 3KVA 副調整室 C

39 UPS 3 2013 500VA 毎日 ビデオ編集室 A
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第 3 章 プロジェクトの内容

3-1 プロジェクトの概要 

3-1-1 上位計画 

TVM に関連する上位計画として、「マ」国「国家開発計画（2015-2019）」があげられる。そこでは、

国民の情報へのアクセシビリティ向上のため僻地の情報網を整備すること、テレビカバーエリアを

80％から 100％にすることを謳っており、現在、数値目標を達成した状態である。 
また、「MCRI 優先セクターアクションプラン（2018）」も策定されており、「地上デジタル放送へ

の対応準備を行うため、TVM のスタジオをデジタル対応化すること」が活動の一つとして挙げられ

ている。しかしながら、十分に対応するための必要な予算が充当されていないため、現状の収入では

運営資金しか賄えず、デジタル化に向けた投資を十分行えていない状況である。 

3-1-2 当該セクターの現状 

「マ」国において、地上デジタル放送は、DVB-T2 方式を採用することは決定しているものの、移

行への準備は緩やかである。 

「マ」は 2006 年 6 月のジュネーブの国際電気通信連合（ITU）の第一地域（欧州、アフリカ）会合

で、2020 年 6 月 17 日までにアナログ放送を終了させることに合意している（GE-06）。テレビデジタ

ル放送のための準備国家委員会（CNPTNT: Comité National Préparatoire pour la Télévision Numérique）

が対応すべき事項をまとめたロードマップ（Feuille de route de Madagascar pour la transition vers la 

Télévision Numérique Terrestre：地上デジタル放送への移行のためのマダガスカルロードマップ）を作

成したものの目標年月や具体策がまだ記載されていない。限定的なパイロットプロジェクトとして、

Nosy Be や Toliara において各家庭で必要となる受信機を配布した事例もあるものの、国としての受

信機購入への対応方法も未定である。しかしながら、2020 年に間に合わせるべく、デジタル放送を

管理する会社（PPP 方式）を選定すべく、コンサルタント会社と契約し入札図書を作成しているとこ

ろであり、デジタル放送化に向けた各種手続きが迅速化されるものと思われる。 

2015 年の UNICEF の調査によれば、テレビの世帯普及率は 17%である。特にテレビを購入する資

金を有していない人口が多い地方での普及率が低く（都市部は 40％弱）、それが国全体としての普及

率を下げている。一方、安価なラジオの世帯普及率は 67%とテレビに比べ高い。 

「マ」国には TVM 他、MaTV、TV Plus 等の放送局があるが、何れも地域限定である。TVM は 50
年前に設立された、マダガスカル全土をカバーする唯一のテレビ放送局である。ニュース番組等をフ

ランス語ラジオテレビ国際評議会（CIRTEF: Conseil International des Radios et Télévisions d’Expression 
Française）やアフリカ放送連合（URTNA: Union des Radiodiffusions et Télévisions Nationales d'Afrique）
等の国際的な組織に提供したり、無償提供を受けたりしている。独自の衛星放送は行っていないもの

の、TVM のチャンネルは CANAL＋に提供されており、CANAL＋を経由して TVM のチャンネルを

他国で視聴することが可能である。4 年程前から、Youtube にも一部番組を掲載したり（一日あたり

5～10 番組）、Facebook を通じて主にニュース番組をアップロードしているが、インターネットを通

じたリアルタイム配信は行っていない。 

3-1-3 プロジェクトの目的 

本事業は、「マ」国唯一の国営テレビ放送局である TVM に対し、番組制作に必要な機材及び番組
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制作の参考ともなり得る番組ソフトを整備することにより、国営メディアの番組制作能力向上に資

するとともに、安定的で多様な自主番組の制作を可能にし、もって当国民に提供される情報の多様化

やテレビ放送を通じた学びの機会拡大に寄与するものである。 

3-2 無償資金協力による計画 

3-2-1 設計方針 

本事業は、国営テレビ局にとって、安定的で多様な番組制作を可能にするための、番組制作に必要

な機材及び番組制作の参考ともなり得る番組ソフトを整備するため、要請内容と現地調査および協

議の結果を踏まえて、以下の方針に基づき計画した。 

1) 番組制作機材

① 地上デジタル放送の 2020 年の開始を目指しているため、機材は全て HD 機材を選定する。

機能、数量は日々の運用に必要となる基本的な機能、性能および最小限の数量とする。

② 既存機材は仕様が古く機能も限定的なため、ディレクターがカメラマンに指示を出せず、

正確な時間・色彩の管理が行われていないなど多数の問題があり、今後の活動に支障を来

たす恐れが大きい。これら問題点を解決し安定した放送を継続できるよう、基本的なスタ

ジオ撮影機材一式を更新する。

③ TVM はスタジオ用の照明機材を保有していないため、ニュース番組を制作するための基

本的な照明機材一式を選定する。

④ 国会中継のような「マ」国政府から中継することを義務付けられているイベントにおい

て、使用している機材は老朽化したアナログ機材や耐久性に乏しいアマチュア向けデジ

タル機材であるため確実性に欠ける。信頼性の高い機材により重要イベントも確実に中

継できるよう機材を選定し、複数カメラでの撮影を可能とする機材（スイッチャー、イン

カム等）も併せて整備する。

⑤ 動画編集は 4 台のコンピュータで行っているが古いため処理能力が不十分であり、即座

の対応が求められるニュース映像編集および作業が長時間に及ぶドキュメンタリー映像

の編集に支障を来たしている。そのため、追加で 2 式を整備することで編集処理能力を

向上させることとする。

⑥ TVM は毎日 24 時間放送を行なっている全国ネットの放送局である。機材選定は故障に

よって放送を中断することがないよう、品質が高く、耐久性のある放送局及び業務用レベ

ルの機材を選定する。

⑦ 全ての機材に初期操作指導を計画し、運営が確実に行われるようにする。

2) 番組ソフト

① 自社制作の教育番組及びドキュメンタリー番組本数の増加が計画されているところ、そ

の番組構成や取材対象へのインタビュー方法が参考となる最新技術や日本に関するドキ

ュメンタリー番組、キャラクターやアニメーションを織り交ぜたマダガスカル国民の興

味を引く構成であり工夫した実験方法を紹介している教育番組を優先的に選定した。
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② テレビ番組ソフトのフォーマットは TVM の現有機材で対応可能な DVD 方式とし、言語

は公用語であるフランス語とする。現状でも 3 割程度の放送番組がフランス語であり、

幼児用の番組についても、幼いころからフランス語に親しむ必要があることから、マダガ

スカル語への吹き替えは行わない。

③ 放送枠は、放送効果が比較的高い時間を確保する。具体的には、大人向けドキュメンタリ

ー番組は夜、児童向け教育番組は授業が早く終わる水曜日午後、幼児向け教育番組や給食

番組は早朝の放送を計画している。

④ 全番組を初年度に１回放送し、その後 4 年間、毎年再放送を行い契約上の最大枠である 5

年で 5回の放送を計画している。月あたりで計算すると放送回数は以下のとおりとなり、

本案件で調達する番組が週当たり約 3 本放送される。

・火金 21 時 50 分の枠：87 本（2,309 分）：8 回／月 

・水 15 時 30 分の枠：30 本（450 分）：3 回／月 

・月～土 6 時 20 分の枠：25 本（250 分）2 回／月 

⑤ TVM は衛星放送を実施していないが、Canal＋に TVM のチャンネルが入っており、自動

的に流れる仕組みである。本事業により整備されるテレビ番組ソフトは「マ」国内のみ

での視聴が前提となるが、Canal＋では、サッカー中継等放映権が関係する番組用に、一

時的に停止する仕組みが用意されているとのことであり、これが本事業で整備されるテ

レビ番組ソフトについても適用されるよう、必要な対応を行う旨、TVM から確約を取り

付けている。インターネット配信は、現状でもニュース番組に限られており、本事業整

備番組のインターネット配信は行わない。 

3-2-2 基本計画（機材計画） 

上記設計方針に基づき、TVM の要望等を勘案の上、以下の経緯及び理由により、計画対象機材の

選定を行った。 

(1) 番組制作機材 

1） スタジオ撮影機材 

カメラは一般的なスタジオ撮影で基本となる 3 台での運用とする。屋外に持ち出して使用

されることは無いためスタジオ専用タイプを選定する。カメラを固定する三脚は台車のつい

たペデスタルを選定する。水平方向へ自由に移動できるだけでなく垂直方向にもカメラ位置

を変更できるため撮影の自由度が高まる。 

番組制作を可能とするカメラ以外の基本的な機材、つまり映像スィッチャー、映像録画/再

生装置、テロップ装置、音声ミキサー等も一式選定する。さらにビデオ編集装置で制作した

映像やニュース素材映像の一時的保管用としてストレージ装置も 1 台選定する。 

質の高い番組を制作するためには、正確な時間や時刻、正しい映像の色や輝度、番組制作

意図に沿ったカメラワーク、音量などを管理する必要がある。それら管理を可能とするため

に、GPS 信号で動作する極めて正確な時計、色彩管理のためのテストチャートおよびカメラ

コントロールユニット、インターカム、ラウドネスメーターもそれぞれ整備する。 

ニュース番組は生放送となるため撮影システムの耐障害性を高めておくことが望ましい。
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万が一、ある機材が故障した場合に全く映像が映らないという最悪の事態は避けるべく、ス

ィッチャーが故障した際のバックアップとしてマトリックススィッチャーを選定する。なお、

カメラは 3 台選定しているので 1台が故障しても最低限の映像は送ることができることから

特別な障害対策は不要である。 

2） LED 照明機材 

ニュース番組制作における照明機材は過度な演出は不要であるため基礎的な照明機材一

式を選定する。各々のライトの光量は手元で自由に調整できるタイプとする。スタジオの天

井は照明器具の重量を充分支えられない可能性があることから照明を取り付け用のトラス

も併せて整備することとする。 

3） 大規模撮影機材 

複数カメラでの撮影が出来、撮影現場で番組制作も行えるよう、小型スイッチャー、イン

カム等も含めたシステムを構築する。機材構成はスタジオ撮影機材の構成を簡略化したシス

テムとなる。もっぱら屋外に持ち出して使用されるためカメラは小型の機材を選定するとと

もに他の機材はラックに一まとめにして運搬に支障が出ないよう配慮する。 

4） ビデオ編集装置 

処理能力の高い CPU や大容量のメモリーが必要とされるためデスクトップタイプの編集

装置とする。LCD ディスプレイは編集作業を行うためのディスプレイと、映像の色彩等を

チェックするため色の再現性に優れる LCD モニターの 2 台構成とする。 

 

本事業計画機材を表-8 に示す。 

 

表-8 本事業計画番組制作機材 

番号 機材名 数量 使用目的 使用頻度 

1 スタジオ撮影機材 1 式 放送スタジオにおけるニュース番組等の撮影 毎日 

2 LED 照明機材 1 式 放送スタジオセット照明 毎日 

3 大規模撮影機材 1 式 国会、スポーツ、イベント等の大規模撮影 105 回/年 

4 ビデオ編集装置 1 式 撮影映像の編集 毎日 

 

 

(2) 番組ソフト 

TVM 制作のドキュメンタリー番組数は年間 58 本、教育番組本数は年間 300 本である。TVM は、

放送枠の 2 割を占めている娯楽番組（歌番組等）を減らし、ドキュメンタリー番組や教育番組に宛て

たいと考えている。そのため、番組構成や取材対象へのインタビュー方法が参考となる最新技術や日

本に関するドキュメンタリー番組、キャラクターやアニメーションを織り交ぜたマダガスカル国民

の興味を引く構成であり工夫した実験方法を紹介している教育番組を優先的に選定した。 

本事業計画番組ソフトを表-9 に示す。 

 

 

  



18 

 

表-9 本事業計画番組ソフト 

番号 機材名 数量 分野 目的 対象者 放送枠 

1. ドキュメンタリー番組（87 本） 

(1) 
プロジェクト X：挑戦者た

ち No.1-12、15-18、25-28 
20 本 産業 

サクセスストーリーを通

じて勇気付ける。 

大人 火、金 

21 時 50 分 

(2) 日本の環境モデル都市 5 本 環境 
環境保護の知識を深める。 大人 火、金 

21 時 50 分 

(3) サイエンス ZERO より 3 本 科学 
最新の科学技術の知識を

深める。 

大人 火、金 

21 時 50 分 

(4) 
仕事図鑑「あしたをつか

め」より No.19-30 
12 本 生活 

日本の職業に関する知識

を広げる。 

大人 火、金 

21 時 50 分 

(5) 
美の壷 No.4-8、10、11、13、

17-19、21-26 
17 本 

芸術・

文化 

日本の文化・芸術に親し

む。 

大人 火、金 

21 時 50 分 

(6) 美しき日本 百の風景 13 本 自然 
日本の風景に親しむ。 大人 火、金 

21 時 50 分 

(7) 進化するエコカー 1 本 技術 
エコカーに関する知識を

広げる。 

大人 火、金 

21 時 50 分 

(8) 日本の伝統スポーツNo.1-6 6 本 
スポー

ツ 

日本の伝統的スポーツに

親しむ。 

大人 火、金 

21 時 50 分 

(9) 
笑顔のために～世界に届

け保健医療～ 
5 本 保健 

ヘルスケアに関する知識

を深める。 

大人 火、金 

21 時 50 分 

(10) 和のくらし 5 本 
文化・

生活 

日本の文化・生活・自然に

親しむ。 

大人 火、金 

21 時 50 分 

2. 教育番組（55 本）    

(1) マテマティカ 2 20 本 算数 
算数に関する基礎的知識

を身につける。 

9-12 歳 水 

15 時 30 分 

(2) ピタゴラスイッチ 1 13 本 
情操教

育 

思考力を高める。 4-6 歳 月-土 

6 時 20 分 

(3) 台所でおもしろ実験 10 本 理科 

親子で共同で行う台所で

の実験を通じて、科学への

興味を促す。 

13-15

歳 

水 

15 時 30 分 

(4) 
食べてニッコリふるさと

給食 
12 本 生活 

食育や食事の重要性に関

し学ぶ 

大 人

（保護

者） 

月-土 

6 時 20 分 

＊放送枠は予定。 
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3-2-3 調達計画 

(1) 資機材等調達先 

本計画における資機材等の調達先は表-10 の通りである。 

表-10 資機材等調達先 

＜番組制作機材＞ 

機材名 数量 
調達国 備考 

（想定国・地域） 現地 日本 第三国 
スタジオ撮影機材 1 式 ○ ○ DAC 諸国、ASEAN 諸国、中国、台湾 
LED 照明機材 1 式 ○ ○ DAC 諸国、中国 

大規模撮影機材 1 式 ○ ○ DAC 諸国、中国、台湾、 

ビデオ編集装置 1 式 ○ ○ DAC 諸国、中国、台湾 

＜番組ソフト＞ 

機材名 数量 
調達国 備考 

（想定国・地域） 現地 日本 第三国 
ドキュメンタリー番組 1 式 ○ 
教育番組 1 式 ○ 

(2) 輸送計画 

日本で調達される番組制作機材はコンテナ詰めされ、横浜あるいは東京など京浜地区の主要港か

ら海上輸送され、「マ」国のトアマシナ港で陸揚げされる。通関後、アンタナナリボ市内の TVM ま

で陸上輸送される。日数は海上輸送に 60 日、通関に 7 日、「マ」国内輸送に 7 日間（コンテナからの

荷卸に必要な機材の手配・調整期間を含む）を要す。 

テレビ番組ソフトについては、空送でアンタナナリボ空港まで送られ、TVM まで届けられる。日

数は、日数は航空輸送に 2 日、通関及び「マ」国内輸送に 2 日間を要す。 

なお、マダガスカルでは Cargo Tracking Note（CTN）が導入されており、その管理者である GASYNET

に支払う費用が発生するため、日本側負担として、必要な費用（CIF の 0.5%）を計上する。 

(3) E/N、G/A 

E/N の締結相手先は、外務省となる。手続きは他案件同様である。 

G/A の締結相手先も、外務省となる。MCRI および ORTM より裨益機関を明確にするため、G/A の

実施機関欄に ORTM と記載してもらいたいとの要望が表明された。 

(4) B/A、A/P 

B/A の締結先及び A/P の発給元は、他案件同様マダガスカル中央銀行となる。資金振込み等に伴う

費用については、MCRI が負担する。 

(5) 免税・通関手続き 

輸入時に発生する関税（CIF価格×最大20%）およびVAT（（CIF価格＋関税等）×最大20%）を合計
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すると最大でCIF価格の44％を税金として納める必要があり、政府間援助の場合、裨益者である省

庁が予算措置を行う必要があることを財務省と確認した。一方、MCRIの財務局長は、今までの外

国政府の支援では、省による予算措置の有無は問われず、財務省に対し、両政府間の協定により免

税であることを通知したレターを提出することにより、済んでいるとのことであり、見解の相違が

発生した。最終的には、ミニッツ協議時に予算措置を行う必要性について理解を示したものの、

2020年度予算に相当分の税金の予算を組み込むことを確実にするため、E/N、G/A後の実施段階でフ

ォローする必要がある。必要な手続き詳細は以下のとおりである。 

【2019年2月下旬 E/N、G/A締結と仮定した場合】 

 2019年6月（予算申請時）：MCRIが2020年度予算案に必要相当額（E/N金額のうち機材調達

費の44％相当）を組み込み財務省と交渉する。

 2019年11月（業者契約時）：業者が発行したPROFORMA INVOICEを業者が発行し、それに

基づきMCRIが宛先証明（AD: Attestation de Destination）および財務コミットメント保証

（TEF：Titre d’Engagement Financier）案を作成

 2020年1月（予算獲得時）： MCRIが財務省関税局との調整開始

 2021年4月（船積み時）： MCRIがADおよびTEFにINVOICE、船荷証券・運送状、PACKING

LIST、E/N、G/Aおよび税金を支払うための予算が確保されていることを証明する書類（予

算が確保されていない場合は、財務省が予算を確保することを約束した許可書）を財務省

に提出

 2021年6月（機材到着）： 免税措置完了

なお、通関時に、無線を使用するインターカム輸入の際、コミュニケーションテクノロジー規制

局(ARTEC: Autorité de Régulation des Technologies de Communication)承認が必要となる可能性がある。

必要な手続きについては、MCRI が行うことで合意している。 

(6) 機材据付および操作指導 

全ての番組制作機材について、据付及び初期操作指導を行う。初期操作指導計画は表-11 のとおり

である。演習を充実させることで、多様な表現方法の実現につなげる。 

表-11 初期操作指導計画 

機材名 指導内容 日数 受講予定者数 

スタジオ撮影機材 機器の操作指導、演習 11 

29 人 LED 照明機材 機器の操作指導、演習 2 

大規模撮影機材 機器の操作指導、演習 5 

ビデオ編集装置 機器の操作指導、演習 4 14 人 

(7) 事業実施工程表 

本事業の実施工程は表-12 の通りである
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表-12 事業実施工程表 

＜番組制作機材＞ 

＜番組ソフト＞ 

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

 交換公文 （E/N）締結 ▼

 無償資金拠出協定（G/A)締結 ▼

 コンサルタント契 約 ▼

 計画内容最終確認（契約締結）

 機材仕様等のレビュー

 入札図書作成

 入札図書承認

 公示 ▼

 図渡し、内説

 入札 ▼

 入札評価

 業者契約 ▼

 機器製作図作成

 機器製作

 事前確認・打合せ（ｺﾝｻﾙ・先方機関）

 出荷前検査

 船積前機材照合検査

 船積み

 機器輸送

 開梱・搬入・据付工事 実施設計

 初期操作指導

 検収・引渡し

暦年

会計年度

契
約

調

達

工

程

実

施

設

計

2019年 2020年

平成31年度平成30年度

1211

平成31年度

項目

例

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

△

△

業者契約締結 △

番組ソフト製作

輸送

開梱・搬入

検収・引渡し 　 △

交換公文（E/N)締結

贈与契約（G/A)

2019年 2020年

月

調
達
工
程

年度 平成30年度 平成31年度

年
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3-3 相手国側負担事業の概要 

本事業の実施にあたり、想定される「マ」国側の負担事項は表-13 の通りである。 

表-13 「マ」国側負担事項 

項目 
概算金額 

外貨（アリアリ） 円貨換算額 

支払授権書（A/P）発行に係る手数料 
及び A/P に基づく送金手数料 

- 186,000 円 

スタジオ改修費 
500,000,000 
アリアリ 16,500,000 円 

関税、消費税等 
1,980,000,000 
アリアリ 65,340,000 円 

本事業実施後の年間維持管理 - 3,000,000 円 

換算レート：1 アリアリ=0.033 円 

3-4 プロジェクトの運営維持管理計画 

整備する番組制作機材の維持管理は、既存機材同様、ORTM の部局の一つである TVM の職員が行

い、技術課長が維持管理責任者となる。各機材を使用する TVM 職員は本事業整備機材と同様のもの

を日々使用しており、機材使用に必要な知識・経験を十分に有している。また、自社修理や国内での

修理を常時行っているため維持管理上の問題はないと考えられる。また、整備機材の維持管理費用は

年間予算の 4%程度であり、上位機関であるコミュニケーション・統治機関省財務局より予算確保の

合意も得ているところ、財政面の問題もないと考えられる。 

PC のメンテナンスについては、新技術、情報、コミュニケーション課、情報機材維持管理班の支

援も受ける。 

整備する番組ソフトも、既存番組同様、登録台帳の記入、放送台帳の記入、DVD ケースへの放送

日時の記入の三つの方法で、番組編成班長以下計 10 名が管理する。維持管理費用は発生しない。 
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第 4 章 プロジェクトの評価 

4-1 事業実施のための前提条件 

事業実施のための前提条件は特にない。 

4-2 機材納入のために必要となる工事等 

別館旧ニューススタジオスペースの改修を行う必要がある。具体的な工事内容は、空調設備の設置、

電気工事、防音工事、天井の張替え、LAN ケーブルの設置、床のレベリングとなる。2019 年度予算

で工事費を確保できる見込みではあるものの、万が一、機材到着時にまでに改修が完了しない場合は、

2018 年 10 月に完成する本館 1 階のスタジオに設置する。 

4-3 プロジェクトの評価 

4-3-1 妥当性 

本事業は、上述のとおり、当国の開発課題・開発政策に合致している他、「マ」国の国民に提供され

る情報の多様化や放送を通じた学びの機会拡大に寄与することから、我が国の「マ」国事業展開計画

において、中目標として定めている「社会セクター開発」に合致する。また、教育番組を含む様々な

社会的テーマを扱うテレビ番組の制作・放映数の増加や質の向上を図ることで、SDGs ゴール 4（教

育）に貢献すると考えられるほか、情報の伝達方法を改善することにより、SDGs ゴール 16（平和で

包摂的な社会の促進）にも貢献すると考えられる。更に、整備するテレビ番組には日本文化等を紹介

する番組を放送しており、両国間の関係強化を象徴する案件として、当国民における親日感情の醸成

にも寄与すると考えられる。よって、無償資金協力により本事業の実施を支援する妥当性は高い。 

4-3-2 有効性 

(1) 定量的効果 

自社制作ドキュメンタリー番組本数及び教育番組本数については、毎年統計をとって、活動結果と

して報告している。ドキュメンタリー番組制作は、編集に時間を要するため、十分な本数を確保でき

ていないが、最新の機材を整備することにより、編集スピードが早くなることで、25％増しになると

予測し、目標値を設定した。また、教育番組本数については、TVM は週約 2 本増やしたいと考えて

いるところ、年間 100 本増を目指す。 

大規模撮影本数については、現状、機材不足のため、撮影を断っているため、年間 70 本に留まっ

ている。撮影の需要は年間 105 本程度あるため、それを目標値とした。 

指標名 基準値 
【2017 年実績値】 

目標値（2023 年） 
【事業完成 3 年後】 

自社制作ドキュメンタリー番組本数（本／年） 58 73 
自社制作教育番組本数（本／年） 300 400 
大規模撮影*本数（本／年） 70 105 

*大規模撮影とは、国会、スポーツ、イベント等の中継等の生放送中継を意味する。 

(2) 定性的効果 
① より高度な技術による番組制作を可能にする機材の整備により、自社制作番組の技術的な質
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が向上する。 
② 番組制作の参考となるテレビ番組ソフトの整備により、自社制作番組の内容面での質が向上

する。

4-4 その他（広報、人材交流等） 

4-4-1 相手国側による広報計画 

日本政府の支援であることを国民に知らせるため、以下の広報活動を計画している。 

・MCRI および TVM ホームページへの掲載 

・TVM 広報誌への掲載 

・引渡し式の開催およびニュースでの放送 

・NHK 番組放送前に本プログラムは日本政府により提供されたと記載した字幕の挿入等 

なお、調査時にも取材チームが入り、協議風景やミニッツ署名を撮影、インタビューを行う等、広

報活動を積極的に行っている。 

4-4-2 その他 

特になし。 
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【資料】 

1. 調査団員・氏名

横尾 秀利  機材計画  （一財）日本国際協力システム 

秋山 由紀子  機材調達・積算  （一財）日本国際協力システム 

2. 調査行程

横尾、ナリソン 秋山

1 2018年5月4日 金 東京/羽田  22:55 (AF293) →

2 2018年5月5日 土

→  パリ  04:30
パリ  10:40 (AF934)
→  22:15 アンタナナリボ

アンタナナリボ

3 2018年5月6日 日 アンタナナリボ

4 2018年5月7日 月 アンタナナリボ

機材協議  (TVM) テレビ番組協議  (TVM)

機材協議  (TVM) テレビ番組協議  (TVM)

7 2018年5月10日 木 アンタナナリボ

8 2018年5月11日 金 アンタナナリボ

9 2018年5月12日 土 アンタナナリボ

10 2018年5月13日 日 アンタナナリボ

11 2018年5月14日 月 アンタナナリボ

12 2018年5月15日 火 アンタナナリボ

13 2018年5月16日 水 アンタナナリボ

14 2018年5月17日 木 アンタナナリボ

15 2018年5月18日 金

アンタナナリボ  00:55 (AF935)→  パ
リ  10:45
パリ  23:25 (AF274) →

16 2018年5月19日 土
→  東京/羽田  18:20

日程

10:0 表敬訪問  (JICA事務所)
11:00 表敬訪問   (日本大使館)
14:00 表敬訪問  (ORTM)

協議（TVM)

通関手続き協議（乙仲業者）

5 2018年5月8日 火

滞在

水

アンタナナリボ

アンタナナリボ

10:00 ミニッツ署名

14:15 報告（JICA事務所）

15:30 報告（大使館）

行程日付No.

書類整理

通関手続き協議（乙仲業者）

協議（TVM)

通関手続き協議（乙仲業者）

ミニッツ準備

ミニッツ協議（ORTM、TVM、MCRI）

6 2018年5月9日

ミニッツ協議（ORTM、TVM、MCRI）

免税措置等協議（財務省）
ミニッツ協議（ORTM、TVM、MCRI）
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3. 関係者（面会者）リスト

マダガスカルラジオテレビ庁（ORTM：Office de la Radio-Télévision de Madagascar） 

長官   Johary RAVOAJANAHARY (Mr.) 

財務課長   Tahiry MAHATOVO (Mr.) 

マダガスカル国営テレビ局（TVM:Télévision Malagasy） 

局長   Lalao Razafimahefa HERINIRINA (Mr.) 

番組課長   Fabienne ANDOHALALA (Ms.) 

機材課長   Niriniaina Rémi Daniel RAKOTOFIRINGA (Mr.)  

コミュニケーション・統治機関省（MCRI: Ministère de la Communication et des Relations avec les 

Institutions） 

総務財務局長  Lucien RATELOSON (Mr.) 

在マダガスカル日本国大使館 

三等書記官  花崎 真夕 

JICA マダガスカル事務所 

次長   ンジャイ林 恵美子 

企画調査員  荒川 彩 

4. 討議議事録および当初要請からの変更点

(1) 要請内容 

合意した討議議事録は別添の通りである。 

要請内容については、協議の中で背景を確認し、プロジェクトの方向性や内容を見直したところ、

当初要請から変更を行っている。変更経緯を表-13 に示す。 

表-13 当初要請変更理由 

No. 名称 理由

Ⅰ 機材

1 テレビスタジオ

(1) 送出用スイッチャー 1 セット 0 セット 番組制作用機材の範疇から外れるため削除

(2) スタジオカメラ 4 台 3 台 通常３カメラでのスタジオ撮影が一般的であるため

(3) 制作カメラ 10 台 0 台 ニュース取材、制作、イベント撮影用合わせてニュース取材用カメラに集約

(4) ニュース取材用カメラ 10 台 4 台 効果の見込める台数までに限定

(5) 写真カメラ 4 台 0 台 必要性が乏しく削除

(6) 遠隔操作カメラ 6 台 0 台 必要性が乏しく削除

(7) ウェラブルカメラ 6 台 0 台 必要性が乏しく削除

(8) プロンプター 2 台 1 台 １台で充分であるため

(9) ケーブル

1) SDIケーブル 20 ロール 1 式 システム構成用機材であり据付資機材一式として計上。

2) ビデオケーブル 20 ロール 1 式 システム構成用機材であり据付資機材一式として計上。

3) 音声信号ケーブル 20 ロール 1 式 システム構成用機材であり据付資機材一式として計上。

2 制作ユニット

(1) 映像スイッチャー 2 台 2 台 スタジオ用1台、大規模イベント用音声ミキサー機能付き1台

(2) 音声ミキサー

1) 音声ミキサー 3 台 1 台 スタジオ用1台を計上

2) モバイル音声ミキサー 4 台 1 台 大規模イベント撮影時用として1台のみ計上

(3) ペデスタル 10 台 7 台 スタジオ用、屋外撮影に必要な数量のみ計上

(4) クレーン 2 台 0 台 使用機会および効果が限定的であるため削除

(5) 3つのスタジオ用照明

1) フラッドライト 6 台 1 式 整備対象とした新規メインスタジオ用に一式として選定

2) LEDパネルライト 6 台 0 台 上記フラッドライトと役割は同じため削除

当初数量 変更後数量
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No. 名称 理由

5 追加機材

(1) レンズ 0 台 2 台 スタジオでの通常撮影用の標準的なレンズを選定

(2) レンズ（広角） 0 台 1 台 スタジオで出演者全員を撮影するため広角レンズを１本選定

(3) フロアモニターディスプレイ 0 台 1 台 スタジオ技術者の映像確認用として選定

(4) 接続端子盤 0 台 1 台 スタジオと副調整室間の電気配線受け渡し用

(5) テストチャート 0 台 1 台 スタジオ撮影において３台のカメラの色彩を正確に調整するため追加

(6) カメラコントロールユニット 0 台 3 台 スタジオ撮影時、映像の明るさ、色彩を調整するため追加

(7) 標準信号発生装置 0 台 2 台 スタジオ撮影時、大規模イベント撮影時必要であるためそれぞれ1台づつ計上

(8) マトリックススィッチャー 0 台 1 台 スタジオ撮影システム構成上必要であるため

(9) 映像記録再生装置 0 台 2 台 スタジオ撮影時、大規模イベント撮影時必要であるためそれぞれ1台づつ計上

(10) キャラクタージェネレーター 0 台 1 台 スタジオ撮影システム構成上必要であるため

(11) 波形観測装置 0 台 1 台 スタジオ撮影した映像信号を数値やグラフで把握し、正確な撮影を可能にする。

(12) 時計 0 台 1 台 GPS信号による正確な時刻表示を行うため

(13) ラウドネスメーター 0 台 1 台 デジタル収録された音声の音量を数値管理するために必要

(14) インターコミュニケーションシステム 0 台 2 式 ディレクター、スタッフ間での会話に必要

(15) 操作卓 0 台 1 台 スイッチャー操作用パネル、音声ミキサー等を固定するため追加

(16) ストレージ装置 0 台 1 台 制作番組はDVDディスクで保管されているが、利便性を向上させるため

(17) 据付資機材 0 台 2 式 スタジオ撮影システム、屋外撮影システム構成上必要となる配線材等の資機材各一式

(18) コンデンサマイクロフォン 0 台 4 台 屋外撮影にて離れた場所からの収音の際、必要となるため追加

(19) ウィンドジャマー 0 台 4 台 屋外撮影時、風による雑音を除くため追加

(20) ブームポール 0 台 2 台 マイクを音源に近づけ収録するために必要

(21) ダイナミックマイク 0 台 4 台 レポーター手持ちおよび机上で音声収録用

(22) ネットワークスイッチ 0 台 1 台 ビデオ編集装置間のネットワーク接続用

(23) UPS 0 台 1 式 停電時ビデオ編集装置の故障防止用

Ⅱ 番組ソフト

1 ドキュメンタリー 95 本 87 本

(1)  プロジェクトX：　挑戦者たち 20 本 20 本

(2) 仕事の流儀l I & II 12 本 0 本 (1)と分野が重複することから削除

(3) ワンダーワンダー 10 本 0 本 (8)と分野が重複することから削除

(4) 日本の環境モデル都市 5 本 5 本

(5) サイエンスZERO 3 本 3 本

(6) 仕事図鑑「あしたをつかめ」 12 本 12 本

(7) 美の壺 20 本 17 本 要請数量の誤り（仏語版は17本のみ）

(8) 美しき日本　百の風景 13 本 13 本

(9) 進化するエコカー～日本の自動車メーカーの挑戦～ 0 本 1 本 国民の興味がある分野であり、最新技術を紹介する番組としての参考にもなるため

(10) 日本の伝統スポーツ 0 本 6 本 国民の興味がある分野であり、番組制作の参考にもなるため

(11) 笑顔のために～世界に届け保健医療～ 0 本 5 本 母子健康手帳の番組も含まれており、公衆衛生番組として国民に有益であるため

(12) 和のくらし 0 本 5 本 国民の興味がある分野であり、番組制作の参考にもなるため

2 教育 278 本 55 本

(1) スーパーカメラ 20 本 0 本 番組内容を確認した結果、優先度が低くなったため

(2) 10ミニッツボックス 100 本 0 本 番組内容を確認した結果、優先度が低くなったため

(3) 10ミニッツボックス～エコロジー～ 20 本 0 本 番組内容を確認した結果、優先度が低くなったため

(4) 中学生の理科 30 本 0 本 同種の番組の中で、優先順位の高いもの(11)を選定したため

(5) 宇宙デジタル図鑑 10 本 0 本 番組内容を確認した結果、優先度が低くなったため

(6) マテマティカ２ 20 本 20 本

(7) 南極 13 本 0 本 番組内容を確認した結果、優先度が低くなったため

(8) ピタゴラスイッチI 13 本 13 本

(9) ピタゴラスイッチII 13 本 0 本 (8)と分野が重複することから削除

(10) ふしぎがいっぱい 39 本 0 本 番組内容を確認した結果、優先度が低くなったため

(11) 台所でおもしろ実験 0 本 10 本 子供の科学への興味を促す番組として有用であり、番組制作の参考にもなるため

(12) 食べてニッコリふるさと給食 0 本 12 本 食育を保護者にうながすため、また給食制度への理解につなげるため

当初数量 変更後数量
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(2) その他 

案件名について、以下の通り変更となった。 

＜和文＞ 

- 要請当初：マダガスカル国営テレビ局放送機材及び番組ソフト整備計画 

- 変 更 後：マダガスカル国営テレビ局番組制作機材及び番組ソフト整備計画 

＜仏文＞ 
- ミニッツ締結時点： Projet d’Amélioration des Equipements pour la Production et des Programmes 

Télévisés de la Télévision Malagasy 

- 変 更 後：Projet pour l’Amélioration de l’Equipement pour la Production et des Programmes 
Télévisés de la Télévision Malagasy 

＜英文＞ 
- ミニッツ締結時点： Project on Improvement of Equipment for Production and TV Programs of the 

Malagasy Television 

- 変 更 後：Project for the Improvement of Production Equipment and Television Programs of the 
Malagasy Television 

5. 参考資料

特になし。

6. その他の資料・情報

特になし。
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